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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

102
（−34）

44
（−7）

28
（−3）

4
（−1）

178
（−45）

交通事故死者数（人）

11月30日現在 2月14日現在

2,541
（−318）

310
（−60）

全国の死亡
事故件数

2,489
（−302）

令和２年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,528 100.4%

一　般 ― 93.8%
宅配便（千個） 398,659 110.4%

輸送統計
令和２年11月分
▶国土交通省調べ
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昨
年
末
か
ら
１
月
に
か
け

て
︑
高
速
道
路
等
で
大
雪
に

よ
る
車
両
の
立
ち
往
生
が
相

次
い
だ
︒
そ
う
し
た
中
︑
ト

ラ
ッ
ク
が
こ
う
し
た
立
ち
往

生
の
発
端
と
さ
れ
る
報
道
が

相
次
ぎ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
対
す
る
深
刻
な
影
響
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
︒
こ

う
し
た
事
態
を
受
け
て
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本

克
己
会
長
は
︑
２
月
３
日
に

国
土
交
通
省
の
長
谷
川
朋
弘

道
路
局
高
速
道
路
課
長
と
石

田
勝
利
自
動
車
局
安
全
政
策

課
長
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
︑
大
雪
に
伴
う
立
ち
往
生

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
石
田
自
動
車

局
安
全
政
策
課
長
は
﹁
当
該

運
送
事
業
者
へ
の
監
査
を
行

っ
た
結
果
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
立

ち
往
生
の
発
端
に
な
っ
た
事

実
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
﹂

と
し
た
ほ
か
︑
長
谷
川
道
路

局
高
速
道
路
課
長
か
ら
は

﹁
チ
ェ
ー
ン
の
未
装
着
車
が

第
一
原
因
で
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
﹂
と
回
答
︒
坂
本
会

長
に
対
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
立

ち
往
生
の
第
一
原
因
で
は
な

い
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
︒

大
雪
に
よ
る車

両
渋
滞
相
次
ぐ

　

昨
年
12
月
16
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
の
︑
関
越
自
動
車

道
で
の
車
両
約
２
１
０
０
台

立
ち
往
生
︒
ま
た
︑
今
年
１

月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て

は
︑
福
井
県
内
の
北
陸
自
動

車
道
に
お
い
て
車
両
最
大
お

よ
そ
１
６
０
０
台
が
立
ち
往

生
し
た
ほ
か
︑
国
道
８
号
な

ど
で
も
激
し
い
渋
滞
が
発
生

す
る
な
ど
︑
物
流
面
で
も
深

刻
な
影
響
を
受
け
た
︒

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け

て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
は
︑
会
員
事
業
者
に

対
し
て
雪
道
対
策
の
さ
ら

な
る
徹
底
を
呼
び
か
け
た

ほ
か
︑
新
潟
・
福
井
・
滋

賀
・
京
都
の
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
︑
自
治
体
な

ど
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
︑

緊
急
支
援
物
資
輸
送
や
除
雪

作
業
応
援
を
行
っ
た
︒

冬
用
タ
イ
ヤ
未
装
着
等
に

監
査
・
処
分

　

国
交
省
で
は
１
月
11
日
︑

こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る

た
め
に
︑
大
雪
に
対
す
る
国

交
省
緊
急
発
表
を
発
出
︒
こ

の
中
で
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
の
未

装
着
等
に
よ
り
立
ち
往
生
し

た
事
業
用
自
動
車
に
対
し
︑

悪
質
な
事
例
に
つ
い
て
は
︑

監
査
を
行
っ
た
上
で
︑
安
全

管
理
義
務
違
反
と
し
て
当
該

事
業
者
に
対
し
て
行
政
処
分

を
行
う
方
針
を
示
し
た
︒

　

ま
た
︑
１
月
26
日
に
は
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運

用
に
つ
い
て
﹂の
一
部
を
改
正
︑

同
日
に
公
布
・
施
行
し
︑
雪

道
走
行
時
に
お
け
る
冬
用
タ

イ
ヤ
の
安
全
性
の
確
認
の
実

施
を
義
務
付
け
る
な
ど
︑
矢

継
ぎ
早
に
大
雪
対
策
を
打
ち

出
し
た
︒

全
ト
協

引
き
続
き
雪
道
対
策
を
徹
底

　

こ
う
し
た
国
交
省
の
動
き

を
受
け
て
全
ト
協
で
も
︑
国

交
省
か
ら
の
通
知
等
を
会
員

事
業
者
へ
周
知
徹
底
す
る
と

と
も
に
︑
引
き
続
き
大
雪
等

で
道
路
障
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
に

雪
道
対

策
を
継

続
し
て

い
く
︒

　

国
土
交
通
省
は
２
月
３

日
︑
第
５
回
﹁
冬
期
道
路
交

通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
﹂

（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑
波

大
学
名
誉
教
授
・
特
命
教

授
）
を
開
催
し
︑
今
冬
に
相

次
ぎ
発
生
し
た
大
規
模
車
両

滞
留
等
と
そ
の
再
発
防
止
策

な
ど
関
係
部
局
の
取
り
組
み

な
ど
を
踏
ま
え
て
︑
大
雪
に

よ
る
道
路
交
通
障
害
を
減
ら

す
た
め
の
今
後
の
対
応
と
し

て
︑
平
成
30
年
に
提
言
さ
れ

た
﹁
大
雪
時
の
道
路
交
通
確

保
対
策
中
間
と
り
ま
と
め
﹂

へ
の
追
記
を
検
討
す
べ
き
事

項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
︒

　

検
討
会
で
は
︑
事
務
局
か

ら
令
和
２
年
12
月
の
関
越
自

動
車
道
︑
３
年
１
月
の
北
陸

自
動
車
道
︑
中
部
縦
貫
道
︑

東
海
北
陸
自
動
車
道
︑
国
道

８
号
な
ど
で
発
生
し
た
︑
大

規
模
な
立
ち
往
生
の
発
生
状

況
・
原
因
な
ど
を
報
告
︒
ま

た
︑
道
路
管
理
者
な
ど
関
係

部
局
の
対
応
や
再
発
防
止
策

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
︒
こ
の

上
で
︑﹁
中
間
と
り
ま
と
め
﹂

に
追
記
を
検
討
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
提
案
︑承
認
さ
れ
た
︒

　

追
記
検
討
事
項
︵
別
掲
︶

は
︑
車
両
滞
留
の
回
避
に
向

け
た
対
応
と
し
て
︑
移
動
の

自
粛
や
広
域
迂う

か

い回
等
の
呼
び

か
け
な
ど
﹁
行
動
変
容
を
促

す
た
め
の
広
報
﹂の
ほ
か
︑﹁
リ

ス
ク
箇
所
の
監
視
や
対
策
の

徹
底
﹂
を
指
摘
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
通
行
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
﹁
集
中
除
雪

の
た
め
に
躊
躇
な
く
計
画
的

・
予
防
的
な
通
行
止
め
を
可

能
と
す
る
対
策
﹂
を
求
め
︑

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
行
動
計
画

を
位
置
づ
け
︑﹁
広
範
囲
︑

高
速
道
路
と
並
行
す
る
国
道

等
の
同
時
通
行
止
め
﹂﹁
チ
ェ

ー
ン
規
制
で
は
な
く
躊
躇
な

い
通
行
止
め
﹂
な
ど
を
明
記

し
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
２
月
中

旬
に
は
改
訂
案
を
提
言
し
た

の
ち
︑
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
か
け
て
﹁
中
間
と
り

ま
と
め
﹂を
改
訂
す
る
予
定
︒

※
修
正　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
２
月
１
日
号
１
面
の
左
下
記

事
︻
全
ト
協
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
踏
ま
え
た
事
業
者
に
お
け
る
感
染
症
対
策
﹂︼
の
青
字
カ

ッ
コ
書
き
の
記
事
に
つ
い
て
︑
以
下
の
ご
と
く
表
し
ま
す
︒

会
員
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
︑
よ
り
実
効
性
を
高
め
る
べ

く
︑
適
切
（
時
期
を
含
む
）
な
支
援
を
措
置
し
ま
す
︒

　

首
都
高
速
等
の
料
金
体
系

に
関
し
て
は
︑
平
成
28
年
に

料
金
体
系
の
シ
ー
ム
レ
ス
化

が
実
施
さ
れ
た
際
に
︑
こ
れ

ま
で
２
車
種
（
首
都
高
速
）︑

３
車
種
（
京
葉
道
路
︑
千
葉

東
金
道
路
︑
新
湘
南
バ
イ
パ

ス
）︑
５
車
種
（
そ
の
他
の
高

速
道
路
）
と
分
か
れ
て
い
た

車
両
区
分
が
５
車
種
区
分
に

整
理
・
統
一
さ
れ
た
︒
そ
の

中
で
︑
首
都
高
速
道
路
に
関

し
て
は
︑
５
車
種
区
分
へ
の

整
理
・
統
一
に
際
し
て
︑
中

型
車
の
車
種
間
比
率
が
１
・

０
か
ら
１
・
２
に
︑
特
大
車

が
２
・
０
か
ら
２
・
75
へ
と

統
一
さ
れ
た
が
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
︑
令
和
３
年
３
月

末
日
ま
で
の
激
変
緩
和
措
置

と
し
て
︑
中
型
車
が
１
・

07
︑
特
大
車
が
２
・
14
に
設

定
さ
れ
て
い
た
︒

　

こ
う
し
た
中
で
︑
昨
年
か

ら
全
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
広
が
り
︑
車
両
の
稼
働

状
況
の
落
ち
込
み
が
顕
著
と

な
る
運
送
事
業
者
が
多
数
発

生
︒
こ
う
し
た
事
態
を
受
け

て
全
ト
協
で
は
︑
令
和
３
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
の
中
に
︑
首
都
高
速

道
路
等
に
お
け
る
激
変
緩
和

措
置
の
延
長
お
よ
び
割
引
制

度
の
拡
充
等
を
盛
り
込
み
︑

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る

た
め
の
負
担
軽
減
の
実
現
に

向
け
て
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
︒

　

今
回
示
さ
れ
た
骨
子
案
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
の
要
望
を
受
け
て
︑
激
変

緩
和
措
置
を
令
和
３
年
度
末

ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
︒

　

併
せ
て
︑
現
在
最
大
割
引

率
が
35
％
に
設
定
さ
れ
て
い

る
首
都
高
速
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
に
つ
い
て
︑
令
和
４

年
４
月
よ
り
拡
充
す
る
こ

と
︑
ま
た
新
た
に
首
都
高
速

で
深
夜
割
引
を
導
入
す
る
こ

と
も
盛
り
込
ま
れ
た
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
首
都
圏

の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に

つ
い
て
︑
国
土
交
通
省
で
は

同
骨
子
案
を
受
け
て
︑
今
年

春
に
﹁
新
た
な
料
金
の
具
体

方
針
（
案
）﹇
改
定
﹈﹂
を
策

定
︒
地
方
議
会
の
議
決
・
地

方
自
治
体
の
同
意
を
得
た
上

で
︑
国
土
交
通
省
が
高
速
道

路
会
社
に
対
し
て
事
業
許
可

を
行
い
︑
４
年
４
月
よ
り
新

た
な
料
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
と
な
る
︒

坂
本
会
長
　
荷
主
関
係
団
体
へ
の
協
力
要
請

国
交
省
な
ど
に
強
く
働
き
か
け

　

坂
本
会
長
は
︑
国
交
省
︑
経
済
産
業
省
︑
農
林
水
産

省
の
３
省
に
対
し
て
︑
荷
主
関
係
団
体
等
へ
の
雪
道
対
策

へ
の
理
解
を
求
め
る
協
力
要
請
を
発
出
す
る
よ
う
強
く

求
め
た
︒

　

そ
れ
を
受
け
て
︑
３
省
は
１
月
28
日
︑﹁
大
雪
等
異
常

気
象
時
に
お
け
る
輸
送
の
安
全
の
確
保
に
向
け
た
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
願
い
﹂
を
荷
主
関
係
団
体
等
に
対
し

て
発
出
︒
荷
主
団
体
傘
下
会
員
へ
の
周
知
等
に
つ
い
て
協

力
を
要
請
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
２
月
５
日
︑﹁
首
都
圏
の
新
た
な
高
速

道
路
料
金
に
関
す
る
具
体
方
針　

骨
子
案
﹂を
公
表
し
た
︒

骨
子
案
で
は
︑
首
都
高
速
道
路
に
つ
い
て
﹁
中
型
車
・
特

大
車
の
車
種
間
比
率
に
お
け
る
激
変
緩
和
措
置
の
令
和
３

年
度
末
ま
で
の
延
長
﹂
の
ほ
か
︑﹁
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
拡
充
﹂︑﹁
深
夜
割
引
の
導
入
﹂
な
ど
が
示
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
︑
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
︑
首
都
高
速
に
お
け
る
割

引
制
度
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
︑
坂
本
克
己
会
長
を
先
頭

に
要
望
活
動
を
力
強
く
展
開
︒今
回
示
さ
れ
た
骨
子
案
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望
が
強
く
反
映
さ
れ
た
形

と
な
っ
た
︒

坂本　克己
全ト協会長

首
都
高
速
道
路
の
中
型
車
・
特
大
車
の
激
変
緩
和
措
置
を
令
和
３
年
度
末
ま
で
延
長

首
都
高
速
道
路
の
中
型
車
・
特
大
車
の
激
変
緩
和
措
置
を
令
和
３
年
度
末
ま
で
延
長

「
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
」
「
深
夜
割
引
の
導
入
」
に
つ
い
て
方
向
性
を
明
ら
か
に

「
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
」
「
深
夜
割
引
の
導
入
」
に
つ
い
て
方
向
性
を
明
ら
か
に

坂
本
会
長
が
長
谷
川
国
交
省
道
路
局
高
速
道
路
課
長
・

石
田
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長
に
談
判

高
速
道
路
で
の
大
雪
立
ち
往
生

「
ト
ラ
ッ
ク
が
第
一
責
任
者
で
は
な
い
」

大
雪
時
の
道
路
交
通
確
保
対
策
改
訂

大
雪
時
の
道
路
交
通
確
保
対
策
改
訂

冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
が
方
針

冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
が
方
針

「
躊
躇
な
い
通
行
止
め
を
」追
記
へ

中間とりまとめへの追記を検討する事項（案）
＜基本的な考え方＞
人命を最優先に幹線道路上の大規模な車両滞留を徹底的に回避
する
⑴車両滞留の回避に向けた対応

・行動変容を促すための広報
⇒  移動の自粛や広域迂回等の呼びかけ （通行止め予測の充実、

荷主等も含めた対象の拡大）
⇒  通行規制の可能性が高まった場合の対応 （多頻度化、周知

内容の具体化）
・リスク箇所の監視や対策の徹底
⇒ カメラの増設・相互利用・専任要員配置等の体制構築、融

雪施設の整備
⑵人命最優先の観点からの通行規制のあり方

・ 集中除雪のために躊躇なく計画的・予防的な通行止めを可能
とする対策

⇒ タイムラインに行動計画を位置づけ
⇒ 予め応援を含む人員配置計画を作成し、早期に人員を配置
・人命最優先の観点からの幹線道路の通行止め方策
⇒ 広範囲、高速道路と並行する国道等の同時通行止め
⇒ 同時通行止め箇所を想定し、運用をタイムラインに反映
・短時間の集中的な大雪と通常の大雪の際の規制の違い
⇒ 交互の通行止めではなく、幹線道路の同時通行止め【再掲】
⇒ チェーン規制ではなく躊躇ない通行止め

⑶滞留が発生した場合の対応
・道路管理者の使命
⇒ 滞留状況の正確な把握とそのための体制構築
・ 救助、避難に必要な情報の伝達、関係機関への迅速な応援要

請
⇒ 滞留された方々への情報提供※

※  NEXCO 東日本新潟支社が設置した「令和２年 12 月関
越自動車道集中降雪に関する対応検討会」の提言も反映

⇒  除雪・開放に必要な要員確保を優先した上で、道路管理者
は救助、避難に必要な要員を確保

⇒ 救助、避難に必要な情報の伝達、共有
・救助、避難のオペレーションの明確化
⇒  大規模な立ち往生が発生した場合の乗員保護については、

整備局等を中心に、道路管理者、都道府県等と連携して支
援する体制を構築

・円滑な救助、避難のための準備
⇒  救助、避難を想定した整備（中央分離帯開口部、Ｕターン

路等）

国交省

コロナ禍・厳冬下における高速道路を中心とした諸課題の解決に向けてコロナ禍・厳冬下における高速道路を中心とした諸課題の解決に向けて

行政見解
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～一時停止・徐行編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		許可を受けて歩行者用道路を通行するときは、歩行者がいなくて
も徐行する。（	○・×	）

❷		道路外施設に入るために歩道を横切るときは、歩行者がいなくて
も一時停止する。（	○・×	）

❸		交差する道路が優先道路であるときは一時停止する。（	○・×	）

❹		横断歩道等またはその手前の直前で停止している車両等の側方を
通過して、その前方に出ようとするときは、前方に出ようとする
前に一時停止しなければならない。（	○・×	）

❺		道路の左側に設けられた安全地帯の側方を通過するときは、歩行
者がいない場合でも徐行する。（	○・×	）

（解答は7面）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

少
し
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
終

息
す
る
こ
と
を
願
う
︒
だ
が
︑﹁
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
﹂は
終
息
し
て
も
︑

ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た
﹁
禍
﹂

は
す
ぐ
に
は
な
く
な
ら
な
い
︒﹁
禍
﹂

と
は
﹁
過
﹂
で
も
あ
る
︒
個
人
や

企
業
に
と
っ
て
は
︑
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
ダ
メ
ー
ジ
で
あ

り
︑
そ
こ
か
ら
の
回
復
期
間
だ
︒

ま
た
社
会
的
に
み
る
と
︑
コ
ロ
ナ

後
の
新
し
い
社
会
様
式
や
経
済
構

造
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
過
度
的

な
模
索
の
過
程
で
あ
る
︒

　

と
は
い
え
︑
す
で
に
コ
ロ
ナ
後

の
業
界
の
姿
を
予
見
す
る
よ
う
な

傾
向
が
み
え
て
き
た
︒
今
年
に
入

り
︑
対
照
的
な
異
な
る
タ
イ
プ
の

企
業
の
経
営
者
に
取
材
し
た
︒

　

１
社
は
︑﹁
多
く
の
事
業
者
が

物
流
や
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
指
向

す
る
が
︑
当
社
は
運
送
に
徹
し
て

２
０
０
億
円
企
業
を
目
指
す
﹂
と

い
う
事
業
者
で
あ
る
︒

た
だ
し
︑
従
来
か
ら
の

単
純
な
延
長
と
し
て
運

送
業
務
に
特
化
す
る
わ

け
で
は
な
い
︒
生
産
性

を
向
上
し
な
い
と
﹁
輸

送
キ
ャ
リ
ア
﹂
と
し
て

勝
ち
残
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
︒
そ
の
た
め
に
は

労
働
時
間
な
ど
法
律
の

範
囲
内
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
車

両
と
荷
物
を
い
か
に
効
率
的
に

組
み
合
わ
せ
る
か
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
︒

　

一
方
︑
そ
れ
と
は
対
照
的
な

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
は
︑﹁
物
流
業
は
も
は
や
装

置
産
業
化
し
た
﹂

と
考
え
て
い
る
︒

同
社
は
物
流
拠

点
を
核
に
各
地

で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
が
︑

﹁
最
近
は
物
流

セ
ン
タ
ー
が
ど

ん
ど
ん
大
規
模

化
し
て
い
る
︒

建
物
だ
け
で
な

く
自
働
化
な
ど

の
設
備
投
資
額

も
大
き
く
な
っ

て
き
た
︒
通
路

も
ロ
ボ
ッ
ト
が

走
行
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保

し
︑
自
動
走
行
で
き
る
よ
う
に

構
内
の
通
信
環
境
の
整
備
な
ど

も
必
要
﹂
と
い
う
︒
そ
の
た
め

同
社
は
昨
年
暮
れ
に
上
場
し

て
︑
市
場
か
ら
資
金
を
調
達
す

る
こ
と
に
し
た
︒

　

前
者
は
︑
運
送
業
務
に
徹
し

て
車
両
の
稼
働
効
率
な
ど
生
産
性

の
向
上
を
図
る
事
業
者
で
あ
る
︒

後
者
は
︑
自
動
化
さ
れ
た
物
流
セ

ン
タ
ー
を
核
に
ロ
ー
コ
ス
ト
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
て
事
業
展

開
し
よ
う
と
い
う
事
業
者
だ
︒
こ

れ
ら
２
社
は
タ
イ
プ
は
違
う
が
︑

い
ず
れ
も
業
務
受
託
で
収
入
を
得

る
キ
ャ
リ
ア
企
業
で
あ
る
︒
そ
れ

に
対
し
て
最
近
︑
第
３
勢
力
の
台

頭
が
加
速
し
て
き
た
︒
物
流
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
だ
︒﹁
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
を
貫
く
物
流
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
︑
原
材

料
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
︑
製
造
業
︑
卸

業
︑
小
売
業
と
い
っ
た
荷
主
企
業

を
取
り
込
む
︒
そ
の
間
に
関
わ
る

運
送
事
業
者
や
倉
庫
業
者
︑
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
者
な
ど
も
全
て
包

摂
す
る
﹂︒
動
態
管
理
や
求
車
求

荷
マ
ッ
チ
ン
グ
︑
予
約
シ
ス
テ
ム

な
ど
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の

一
部
と
し
て
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て

い
る
︒

　

問
題
は
︑
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
誰
が
構
築
し
て
運
営
す
る

か
で
あ
る
︒
物
流
は
装
置
産
業
化

し
た
と
語
る
事
業
者
も
︑
自
社
が

主
導
権
を
握
れ
な
け
れ
ば
︑
業
務

遂
行
を
請
け
負
う
一
事
業
者
に
過

ぎ
な
く
な
る
と
い
う
危
機
意
識
を

も
っ
て
い
る
︒

第
272
回

コロナ禍でみえてきた業界の傾向

冬はタイヤのチェックと慎重な運転を徹底する！
〔第102回〕

　令和２年末以降の大雪で、関越自動車道や北陸自動車道で多
くの大型車両が路上に立ち往生する事案が発生しました。これ
を受け、国土交通省では、トラックやバス運送事業者は、雪道
で適正な冬用タイヤを装着していることを確認しなければなら
ないと、冬用タイヤの安全性を確認することをルール化しまし
た。

●冬用タイヤの溝の深さをチェック！

Ａさん「昨年末から年初にかけて、関越道や北陸道で大雪によ
る立ち往生が発生して大きなニュースになったね。それ
で国交省は１月26日、トラック・バス運送事業者に対し
て、冬用タイヤの安全性を確認することをルール化し
たんだ」

Ｂさん「具体的に教えて」
Ａさん「整備管理者は、雪道を走行する自動車のタイヤの溝が

新品時の50％以上あることを確認しなければならなく
なったんだ。また、運行管理者は雪道を走行する車に
ついて、整備管理者がきちんとタイヤの溝が適切であ
ることを確認したかどうかを、点呼時に確認すること
が義務化された」

Ｂさん「タイヤの残り溝が50％を示す『プラットホーム』に達し
ていると、冬用タイヤとして使用できないからね。それ
に、トラックなどの大型車が道路で立ち往生すると、深
刻な渋滞や通行止めを引き起こして大きな影響が出る
から、事前にしっかりチェックすることは大切だと思う
よ。今回のルール化は管理者向けだけど、自分が運転
する車がどんな状態なのか知っておくことは、ドライ
バーにとっても重要なことじゃないかな」

●積雪・凍結路面での走行時の注意点

Ａさん「そうだね。ところでＢさんは雪道や凍結路での運転で、
どんなことに気をつけているの」

Ｂさん「急発進、急ブレーキ、急ハンドルといった『急』のつく
操作を避ける。カーブに入る前には必ず減速する。減
速する時は優しくブレーキを踏む。優しくブレーキを
踏むために、早めに減速を始めることを心がけている
よ。基本に忠実な運転だね。ほかには、発進時にタイヤ
を空転させないように低速ギアでゆっくり発進するこ
とや、坂道では上りきるまで低速ギアを使って、途中で
ギアチェンジしないことを心がけているよ」

Ａさん「付け加えると、冬用タイヤの性能にも限界があるので
『装着したから大丈夫だろう』と油断せず、運転時に
は細心の注意を払うことが大切だよ」

Ｂさん「そうだね。特に交通量の多い交差点は、発進と停止の
繰り返しで、雪が踏み固められてとても滑りやすくなっ
ているから、油断していると、停止線手前で停止しよう
と思っても停止できず、赤信号の交差点に進入してし
まったり、停止した前車に追突したりするからね。雪道
は本当に、細心の注意を払って慎重に運転するに限る
よ」

●チェーン等の携行品を忘れず搭載する

Ａさん「それと、冬期は冬用タイヤを装着していても、チェーン
が必要な時があるから、運行前にはちゃんとチェーンが
携行されているか確認しておいてほしいな」

Ｂさん「携行することはもちろん、装着するタイミングが遅れ

て、事故になったケースもあるので、チェーン装着の指
示が出された場合はもちろん、積雪や降雪、路面状況
などから、必要に応じて早めにチェーンを装着しよう」

Ａさん「携行品でいえば、万一の立ち往生した時に備えて、アル
ミブランケットなども含めた防寒着、長靴、作業用手
袋、スコップ、スノーブラシ、懐中電灯、タオル、医薬品
といった各種道具と１日～２日分程度の食料・飲料水も
積んでおいてほしいな。Ｂさん、他にもあるかな」

Ｂさん「道路で立ち往生した時に困るのがトイレ。だから携帯
トイレも携行しているよ。あと携帯充電器も忘れない
ように」

Ａさん「なるほど。僕たちトラックが雪道で立ち往生すると、渋
滞だけでなく、みんなの社会生活に大きな影響が出
る。大雪等の災害時のダメージを最小限にとどめるた
めにも、できることをしっかりやっていこう」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
９
日
︑
第
69
回
広
報
委

員
会
（
小
林
和
男
委
員
長
）

を
開
催
︒
令
和
２
年
度
事
業

の
進
捗
状
況
や
３
年
度
の
事

業
計
画
案
等
に
つ
い
て
審
議

し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
︒

　

２
年
度
事
業
の
進
捗
状
況

で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役

割
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
制

作
さ
れ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

﹁
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま

っ
た
ら
﹂
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案

な
ど
に
つ
い
て
審
議
︒

　

同
ア
ニ
メ
の
改
編
に
つ
い

て
は
︑
前
作
の
構
成
を
踏
襲

し
た
上
で
︑
新
た
に
録
音
を

行
い
４
Ｋ
画
質
で
リ
メ
イ
ク
︒

①
コ
ン
ビ
ニ
編
︑②
病
院
編
︑

③
お
菓
子
工
場
編
︱
︱
の
３

冊
子『「
健
康
職
場
づ
く
り
」

事
業
者
訪
問
』
第
２
弾
作
成

事
例
参
考
に
対
策
強
化

呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
従
業
員
の
健
康
管
理
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

運
送
事
業
者
の
優
良
事
例
を

紹
介
し
た
︑﹃
広
報
と
ら
っ

く
﹄
連
載
企
画
を
一
冊
に
ま

と
め
た
冊
子
の
第
２
弾
﹃﹁
健

康
職
場
づ
く
り
﹂
事
業
者
訪

問
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
﹄︵
写
真
︶

編
（
15
秒
・
30
秒
・
60
秒
の

各
３
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
が
制
作

さ
れ
た
︒
今
回
の
承
認
を
受

け
︑
全
国
共
通
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

素
材
と
し
て
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
た
︒

　

ま
た
︑
３
年
度
の
事
業
計

画
案
で
は
︑
今
年
度
に
引
き

続
き
︑
デ
ジ
タ
ル
媒
体
等
を

積
極
的
に
活
用
し
た
広
報
活

動
の
展
開
の
ほ
か
︑
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
重
要
性

に
つ
い
て
さ
ら
な
る
周
知
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

を
作
成
し
︑
２
月
３
日
に
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

上
に
公
開
し
た
（
同
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒

　

全
ト
協
で
は
︑
過
労
死
等

の
根
絶
を
図
る
た
め
︑
平
成

30
年
３
月
に
﹁
過
労
死
等
防

止
計
画
﹂
を
策
定
︒
令
和
４

年
度
ま
で
に
脳
・
心
臓
疾
患

に
対
し
︑
同
冊
子
の
第
１
弾

・
第
２
弾
へ
の
掲
載
事
例
を

参
考
に
︑
過
労
死
等
防
止
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

に
よ
る
過
労
死
等
の
発
症
を

20
％
削
減
す
る
こ
と
等
を
目

標
に
掲
げ
︑
長
時
間
労
働
の

削
減
お
よ
び
健
康
管
理
の
強

化
を
中
心
と
し
た
過
労
死
等

防
止
対
策
を
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
等
関
係
者
一
丸
と
な

っ
て
進
め
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
広

く
健
康
管
理
の
取
り
組
み
を

浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

作
成
さ
れ
た
︑
同
冊
子
の
第

１
弾
は
元
年
９
月
に
発
行
さ

れ
て
お
り
︑
今
回
の
冊
子
は

そ
の
続
編
と
な
る
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

（
２
月
15
日
〜
28
日
）

▽
２
月
18
日

・
令
和
２
年
度
第
３
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
２
月
19
日

・
青
年
部
会
全
国
大
会（
ラ
イ
ブ
配

信
）

緊
急
事
態
宣
言
延
長
を
受
け

６
Ｔ
Ｓ
で
営
業
時
間
を
短
縮

矢
板
・
茨
城
・
大
宮
・

安
城
・
名
古
屋
・
大
阪

　
﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
の
延
長
等

に
伴
い
︑
現
在
６
か
所
の
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
で
は
︑

２
月
８
日
㈪
か
ら
食
堂
施
設
等
の

運
営
時
間
短
縮
を
行
っ
て
い
る
︒

　

実
施
期
間
は
︑
矢
板
Ｔ
Ｓ
=
２

月
21
日
㈰
ま
で
︑
茨
城
Ｔ
Ｓ
=
２

月
28
日
㈰
ま
で
︑
大
宮
・
安
城
・

名
古
屋
・
大
阪
の
４
Ｔ
Ｓ
=
３
月

７
日
㈰
ま
で
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
詳
細
な
運
営
時
間
に

つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
﹁
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
>
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ス
ト
﹂
ペ
ー
ジ

最
上
部
に
掲
載
の
﹁﹃
緊
急
事
態

宣
言
﹄
延
長
等
に
伴
い
食
堂
施
設

等
の
運
営
時
間
短
縮
継
続
を
行
う

Ｔ
Ｓ
一
覧
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報
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﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
策
﹂や﹁
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済

構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実

現
﹂
な
ど
︑
19
兆
１
７
６
１

億
円
の
追
加
経
済
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
令
和
２
年
度
第
３

次
補
正
予
算
案
が
︑
１
月
28

日
の
参
議
院
本
会
議
で
︑
自

由
民
主
党
︑
公
明
党
な
ど
の

賛
成
多
数
で
可
決
︑
成
立
し

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

で
は
︑
平
常
時
・
災
害
時
問

わ
ず
物
流
機
能
を
担
う
運
送

事
業
者
に
対
し
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２

・
０
の
普
及
を
促
進
し
つ
つ
︑

物
流
コ
ス
ト
を
低
減
し
︑
経

営
体
質
の
強
化
に
よ
り
生
産

性
向
上
を
図
る
た
め
︑
高
速

道
路
通
行
料
金
の
大
口
・
多

頻
度
割
引
の
最
大
割
引
率
を

40
％
か
ら
50
％
に
拡
充
す
る

措
置
の
延
長
（
令
和
４
年
３

月
末
ま
で
）
が
盛
り
込
ま
れ

た
︒

　

ま
た
︑
迅
速
か
つ
円
滑
な

物
流
等
の
確
保
に
向
け
て
︑

地
方
を
支
え
る
産
業
等
の
生

産
性
向
上
に
寄
与
す
る
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
や
︑
空
港
・

港
湾
な
ど
広
域
交
通
拠
点
と

の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
重
点

整
備
等
を
推
進
す
る
ほ
か
︑

災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確

保
す
る
た
め
︑
高
規
格
道
路

の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
お
よ
び
高
規
格
道
路
と
代

替
機
能
を
発
揮
す
る
︑
直
轄

国
道
と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
等
を
実
施
す
る

な
ど
︑
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
・
機
能
強
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
︒

　

さ
ら
に
︑
新
規
投
資
の
余

力
が
な
く
︑
経
営
環
境
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

荷
役
作
業
の
効
率
化
（
荷
役

時
間
の
短
縮
・
荷
役
負
担
の

軽
減
）
等
に
資
す
る
機
器
の

導
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
向
け
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ

フ
タ
ー
等
導
入
支
援
事
業

︵
３
面
に
詳
細
︶﹂
の
予
算
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
予
算

額
１
・
４
億
円
）︒

 

２
５
５
８
件
の
申
請
を
受
け
付
け

２
０
２
０
年
度
「
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
」

　
﹁
運
転
者
職
場
環
境
良
好

度
認
証
制
度
（
愛
称
:
働

き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
）﹂

 

荷
主
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

﹁
荷
役
作
業
の
安
全
確
保

が
急
務
で
す
！
﹂
を
作
成

厚
労
省
・
陸
災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
こ
の
ほ
ど
︑
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
﹁
荷
役
作
業
の
安
全
確
保

が
急
務
で
す
！
﹂︵
写
真
︶

を
作
成
し
た
︒

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お

け
る
死
傷
災
害
は
他
業
種
に

比
べ
て
突
出
し
て
高
い
水
準

に
あ
り
︑
特
に
︑
死
傷
災
害

の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
荷

役
作
業
場
所
で
の
死
傷
災
害

へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
︒
厚
生
労
働
省
で
は
︑
そ

の
具
体
的
な
対
策
へ
の
取
り

組
み
の
推
進
を
図
る
た
め
︑

荷
役
場
所
の
施
設
・
設
備
の

改
善
対
策
︑
荷
役
作
業
等
に

つ
い
て
書
面
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
求
め
る
同
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
た
︒

　

厚
労
省
が
作
成
し
た
同
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
に
︑
陸
災
防
が

安
全
作
業
連
絡
書
（
例
）
と

荷
役
作
業
安
全
対
策
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
合
わ
せ
︑
荷
主

が
取
る
べ
き
荷
役
作
業
時
の

安
全
対
策
が
分
か
り
や
す
く

紹
介
さ
れ
て
お
り
︑
労
働
局

・
陸
災
防
各
支
部
を
通
じ
︑

荷
主
等
へ
周
知
を
図
っ
て
い

る
︒

の
認
証
実
施
団
体
で
あ
る（
一

財
）
日
本
海
事
協
会
は
２
月

３
日
︑
同
制
度
の
初
年
度
と

な
る
２
０
２
０
年
度
の
申
請

者
数
が
２
５
５
８
件
に
な
っ
た

と
発
表
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
︑

バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

運
転
者
の
労
働
条
件
や
労
働

環
境
を
評
価
・
認
証
す
る
た

め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
︒﹁
法

令
遵
守
等
﹂︑﹁
労
働
時
間
・

休
日
﹂︑﹁
心
身
の
健
康
﹂︑﹁
安

心
・
安
定
﹂︑﹁
多
様
な
人
材

の
確
保
・
育
成
﹂
︱
︱
の
５

分
野
に
つ
い
て
︑
基
本
的
な

取
り
組
み
要
件
を
満
た
せ
ば
︑

﹁
１
つ
星
﹂
認
証
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒な
お
︑﹁
２

つ
星
﹂︑﹁
３
つ
星
﹂
は
翌
年

度
以
降
に
制
度
設
計
さ
れ
る

予
定
︒

　

全
申
請
者
の
う
ち
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
は
１
７
２

６
件
に
上
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
認
証
事
業
者
は
５

月
20
日
に
公
表
さ
れ
る
予
定
︒

　

国
土
交
通
省
お
よ
び
各
高

速
道
路
会
社
で
は
︑
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
の
飲

食
施
設
に
関
し
て
︑
最
新
の

営
業
状
況
や
サ
ー
ビ
ス
充
実

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
１
月
７
日
に
発
出
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
︑
宣

言
発
出
エ
リ
ア
内
の
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ

ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
の
飲
食
施

設
の
営
業
が
20
時
ま
で
と
な

っ
て
い
る
︒
一
方
で
︑
物
流
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
は
︑
飲
食
物
を

購
入
で
き
る
場
所
の
確
保
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
国

交
省
お
よ
び
各
高
速
道
路
会

社
で
は
営
業
情
報
の
発
信
を

行
っ
て
き
た
︒

　

高
速
道
路
各
社
で
は
︑
飲

食
施
設
の
営
業
時
間
外
で
も

ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
食
物
を
確

保
で
き
る
環
境
を
整
備
︒
一

部
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
飲
食
施

設
で
︑
20
時
以
降
に
弁
当
等

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
営
業
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
︑
物
販
店

舗
等
に
電
子
レ
ン
ジ
や
電
子

ポ
ッ
ト
を
設
置
し
た
り
︑
物

販
店
舗
で
弁
当
・
軽
食
類
の

販
売
を
強
化
す
る
な
ど
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
︑
高
速

道
路
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
紹
介
し
て
い
る

ほ
か
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に
も
施

設
情
報
の
リ
ン
ク
集
を
設
置

し
て
い
る
︒

令
和
２
年
度　
　
　
　
　
　
　

　
第
３
次
補
正
予
算
が
成
立

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
延
長
な
ど

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ

ら
な
る
取
得
・
利
活
用
呼

び
か
け３月

か
ら
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
可
能
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

積
極
的
な
取
得
と
利
活
用
の

促
進
を
呼
び
か
け
て
い
る
政

府
で
は
︑
令
和
２
年
11
月
か

ら
３
年
３
月
に
か
け
て
︑
同

カ
ー
ド
の
申
請
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
簡
単
に
行
う
こ
と
の
で

き
る
﹁
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交

付
申
請
書
﹂
の
送
付
を
行
っ

て
い
る
︒

　

同
書
類
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
未
取
得
者
に
対

し
︑
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
が
順
次
送
付
し

て
い
る
も
の
︒

　

同
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
︑

３
月
末
ま
で
の
交
付
申
請
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
上
限
５

千
円
）が
取
得
で
き
る
ほ
か
︑

３
月
か
ら
は
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
を
開
始
︒
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
利
用
は
︑
企
業
の
健
康

保
険
に
係
る
事
務
の
コ
ス
ト

縮
減
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
︑

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ

イ
ト
﹂
を
参
照
︒

Ｓ
Ａ・Ｐ
Ａ
飲
食
施
設
等　
　
　

営
業
時
間
外
の
サ
ー
ビ
ス
強
化

緊
急
事
態
宣
言
発
出
を
受
け
て

令
和
３
年
度　
　
　
　
　
　
　

　
　
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認

第
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回
広
報
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
賃
金
の
支
払
い
に

つ
い
て
︑
労
働
基
準
法
上
の
取
り
扱

い
を
見
て
み
ま
す
と
︑
第
24
条
で
︑

　

弊
社
で
は
、
賃
金
の
支
払
い
は

銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
に
よ
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

先
日
新
し
く
採
用
し
た
労
働
者
の

一
人
が
、
口
座
振
り
込
み
で
は
な

く
現
金
払
い
を
希
望
し
て
き
ま
し

た
。
総
務
部
門
の
人
手
も
少
な
く
、

事
務
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
た
め

で
き
る
だ
け
口
座
振
り
込
み
に
し

て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
何
か
事
情

が
あ
る
よ
う
で
説
得
に
も
応
じ
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
現
金

払
い
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

 第220回 

賃金を現金で支払わ
なければならないか

①
通
貨
払
い
︑
②
直
接
払
い
︑
③
全

額
払
い
︑
④
毎
月
１
回
以
上
払
い
︑

⑤
一
定
期
日
払
い
︱
︱
と
い
う
︑
い

わ
ゆ
る
﹁
賃
金
支
払
い
の
五
原
則
﹂

を
定
め
て
い
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
使

用
者
は
原
則
と
し
て
賃
金
を
通
貨
︑

つ
ま
り
現
金
で
労
働
者
に
直
接
支
払

わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒

　

一
方
︑
労
基
法
施
行
規
則
第
７
条

の
２
第
１
項
で
は
︑
労
働
者
の
同
意

を
前
提
に
労
働
者
が
指
定
す
る
銀
行

そ
の
他
金
融
機
関
の
口
座
等
へ
賃
金

を
振
り
込
む
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
︒

た
だ
し
︑
そ
の
際
に
は
︑
①
個
々
の

労
働
者
の
同
意
を
書
面
で
得
る
こ
と
︑

②
過
半
数
労
働
組
合
ま
た
は
過
半

数
代
表
者
と
の
書
面
に
よ
る
労
使
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
︑
③
所
定
の
賃

金
支
払
い
日
の
午
前
10
時
頃
ま
で
に

払
い
戻
し
が
可
能
な
こ
と
︑
④
取
り

扱
い
金
融
機
関
等
は
１
行
︑
１
社
に

限
定
せ
ず
複
数
と
す
る
こ
と
︱
︱
等

を
条
件
と
し
て
い
ま
す
（
平
成
10
年

９
月
基
発
第
５
３
０
号
︑
同
19
年
９

月
基
発
第
０
９
３
０
０
０
１
号
等
）︒

　

ま
た
︑
近
年
︑
事
業
場
で
は
人
手

不
足
や
経
費
削
減
を
理
由
に
︑
賃
金

の
計
算
・
支
払
い
事
務
を
経
理
事
務

所
な
ど
第
三
者
に
委
託
す
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
︑
こ
れ
に
つ

い
て
も
︑
金
融
機
関
等
に
対
す
る
給

与
デ
ー
タ
の
送
付
・
振
り
込
み
指
示

が
使
用
者
か
ら
行
わ
れ
︑
か
つ
︑
振

り
込
み
が
使
用
者
の
管
理
す
る
口
座

か
ら
直
に
行
わ
れ
る
場
合
等
は
︑
労

基
法
第
24
条
第
１
項
の
賃
金
の
通
貨

払
い
・
直
接
払
い
の
原
則
に
違
反
し

な
い
と
の
行
政
解
釈
が
示
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
（
平
成
18
年
４
月
基

監
発
第
０
４
０
１
０
０
１
号
）︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
労
基
法
上
賃
金
の

振
り
込
み
つ
い
て
は
︑
あ
く
ま
で
も

労
働
者
本
人
の
個
別
の
同
意
を
得
る

こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
し

た
が
っ
て
︑
ご
質
問
の
場
合
は
︑
ど

う
し
て
も
本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
口
座
振

り
込
み
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
︑
面
倒
で
も
現
金
で
毎
月

支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
最
近
新
聞
を
見
て
い

る
と
︑
政
府
は
前
記
口
座
振
り
込
み

に
加
え
︑
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い
︑

す
な
わ
ち
使
用
者
が
賃
金
を
労
働
者

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
決
済
ア
プ
リ
な

ど
に
振
り
込
む
方
式
を
新
た
に
認
め

る
方
針
を
固
め
︑
労
基
法
施
行
規
則

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
ニ

ュ
ー
ス
が
目
に
入
り
ま
し
た
︒
改
正

に
あ
た
っ
て
は
︑
賃
金
の
支
払
い
を

確
保
す
る
た
め
︑
使
用
者
に
は
保
証

会
社
や
保
険
会
社
と
の
契
約
を
義
務

づ
け
る
な
ど
厳
し
い
条
件
が
盛
り
込

ま
れ
る
よ
う
で
す
が
︑
当
然
︑
本
人

の
同
意
や
労
使
協
定
の
締
結
な
ど
口

座
振
り
込
み
と
同
様
の
手
続
き
が
前

提
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
︒

Ａ�

本
人
の
同
意
な
け
れ
ば 

口
座
振
り
込
み
は
不
可

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

 

２
割
弱
の
企
業
が
﹁
65
歳

定
年
﹂
に

令
和
２
年
「
高
年
齢
者
の

雇
用
状
況
」

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
８

日
︑
令
和
２
年
﹁
高
年
齢
者

の
雇
用
状
況
﹂（
２
年
６
月
１

日
現
在
）
集
計
結
果
を
取
り

ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　
﹁
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の

安
定
等
に
関
す
る
法
律
﹂
で

は
︑
企
業
に
対
し
て
︑
高
年

齢
者
を
65
歳
ま
で
雇
用
す
る

た
め
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保

措
置
（
定
年
制
の
廃
止
︑
定

年
の
引
き
上
げ
︑
継
続
雇
用

制
度
の
導
入
）
を
講
じ
る
よ

う
義
務
付
け
︑
毎
年
６
月
１

日
現
在
の
高
年
齢
者
の
雇
用

状
況
の
報
告
を
求
め
て
い
る
︒

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
︑
報

告
を
行
っ
た
従
業
員
31
人
以

上
の
企
業
（
16
万
４
１
５
１

社
）
の
う
ち
︑
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
の
あ
る
企
業
は

99
・
９
％
（
対
前
年
０
・
１

ポ
イ
ン
ト
増
）︑
65
歳
定
年

企
業
は
18
・
４
％
（
同
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
66
歳
以
上
働
け
る
制

度
の
あ
る
企
業
は
33
・
４
％

（
同
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）︑

70
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ

る
企
業
は
31
・
５
％
（
同
２

・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）︑
定
年

制
廃
止
企
業
は
２
・
７
％

（
変
動
な
し
）
と
な
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
生
涯
現
役

で
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
と
と
も
に
︑
雇
用
確

保
措
置
を
実
施
し
て
い
な
い

企
業
に
対
し
て
は
︑
都
道
府

県
労
働
局
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
よ
る
計
画
的
か
つ
重
点
的

な
個
別
指
導
を
実
施
し
て
い

く
と
し
て
い
る
︒

 

運
輸
業
、
郵
便
業
の
離
職

者
が
大
幅
に
増
加

令
和
２
年
上
半
期

雇
用
動
向
調
査

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
３

日
︑
令
和
２
年
上
半
期
﹁
雇

用
動
向
調
査
﹂
結
果
を
取
り

ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

同
調
査
は
︑
全
国
の
主
要

産
業
に
属
す
る
５
人
以
上
の

常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

業
所
に
お
け
る
入
職
者
数
・

離
職
者
数
な
ど
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑

上
半
期
と
下
半
期
の
２
回
実

施
︒
上
半
期
調
査
は
︑
１
月

~
６
月
の
状
況
に
つ
い
て
︑

６
月
~
８
月
に
調
査
し
た
︒

　

２
年
上
半
期
の
入
職
者
数

は
４
３
６
万
７
０
０
人
︑
離

職
者
数
は
４
３
２
万
１
９
０

０
人
︒
入
職
率
︑
離
職
率
は

そ
れ
ぞ
れ
８
・
５
％
と
な
り
︑

前
年
同
期
に
比
べ
入
職
率
は

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
︑
離
職
率

は
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
︒産
業
別
で
は
︑運
輸
業
︑

郵
便
業
の
２
年
上
半
期
入
職

者
数
は
25
万
５
５
０
０
人
︑

離
職
者
数
は
25
万
４
０
０
０

人
︒
前
年
同
期
に
比
べ
る
と

離
職
者
が
５
万
７
４
０
０
人

増
と
な
り
︑
最
も
増
加
幅
が

大
き
か
っ
た
︒
ま
た
︑
離
職

率
も
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
と
︑

他
産
業
に
比
べ
て
最
も
高
か

っ
た
︒

　

２
年
上
半
期
の
転
職
入
職

者
が
前
職
を
辞
め
た
理
由
を

み
る
と
︑
男
性
で
は
﹁
そ
の

他
の
理
由（
出
向
等
を
含
む
）﹂

（
31
・
０
％
）を
除
く
と﹁
定

年
・
契
約
期
間
の
満
了
﹂
が

16
・
９
％
と
最
も
多
く
︑
次

い
で
﹁
給
料
等
収
入
が
少
な

か
っ
た
﹂（
９
・
７
％
）
と
な

っ
た
︒
ま
た
︑女
性
で
は
﹁
そ

の
他
の
理
由
（
同
）﹂（
27
・

５
％
）
を
除
く
と
﹁
定
年
・

契
約
期
間
の
満
了
﹂
が
13
・

８
％
と
最
も
多
く
︑
次
い
で

﹁
職
場
の
人
間
関
係
が
好
ま

し
く
な
か
っ
た
﹂︑﹁
労
働
時

間
︑
休
日
等
の
労
働
条
件
が

悪
か
っ
た
﹂
が
と
も
に
12
・

５
％
と
な
っ
た
︒

 

６
月
１
日
よ
り
求
人
申
込

書
受
付
開
始

新
規
高
卒
者
採
用
選
考
期
日

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
８

日
︑
令
和
４
年
３
月
新
規
高

等
学
校
卒
業
者
の
就
職
に
係

る
採
用
選
考
期
日
等
を
取
り

ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

４
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
の
採
用
選
考
期
日
等

は
︑図
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

電
話
で
の
相
談
や
電
子

申
請
な
ど
の
活
用
呼
び

か
け

緊
急
事
態
宣
言
発
出
受
け

　

厚
生
労
働
省
は
︑
１
月
７

日
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
緊
急
事
態
宣
言
が
特
定
都

道
府
県
に
発
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
︑
都
道
府
県
労
働
局

や
労
働
基
準
監
督
署
︑
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
の
相
談
︑
届
出

・
申
請
の
際
に
電
話
や
電
子

申
請
︑
郵
送
を
活
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

労
働
基
準
法
に
基
づ
く
36

協
定
や
就
業
規
則
の
届
出
︑

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
申
し

込
み
︑
雇
用
調
整
助
成
金
の

支
給
申
請
な
ど
は
︑
電
子
申

請
や
郵
送
に
よ
る
届
出
・
申

請
な
ど
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
労
働
相
談
な
ど
は
︑
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
外
出
自
粛

の
要
請
を
踏
ま
え
︑
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
︑
こ
れ

ら
の
積
極
的
な
活
用
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は

　

国
土
交
通
省
は
︑
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

荷
役
作
業
の
効
率
化
（
荷
役

時
間
の
短
縮
・
荷
役
負
担
の

軽
減
）
等
に
資
す
る
機
器
の

導
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
向
け
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ

フ
タ
ー
等
導
入
支
援
事
業
﹂

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
︑
２

月
19
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で

申
請
を
受
け
付
け
る
︒
な
お
︑

補
助
金
申
請
額
が
予
算
額
の

１
億
４
千
万
円
を
超
過
し
た

場
合
︑
予
算
の
範
囲
内
で
抽

選
に
よ
り
交
付
決
定
を
行
う
︒

　

補
助
対
象
と
な
る
の
は
︑

令
和
２
年
12
月
15
日
~
３
年

３
月
31
日
の
間
に
︑
①
テ
ー

ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
（
ト
ラ

ッ
ク
車
両
後
部
に
装
着
す
る

昇
降
機
）︑
②
ト
ラ
ッ
ク
搭

載
型
ク
レ
ー
ン
（
ト
ラ
ッ
ク

車
両
の
荷
台
等
に
装
着
す
る

移
動
式
ク
レ
ー
ン
）︑
③
ト

ラ
ッ
ク
搭
載
用
２
段
積
み
デ

ッ
キ
（
ト
ラ
ッ
ク
車
両
内
部

に
設
置
す
る
組
立
用
デ
ッ
キ
）

の
対
象
機
器
を
導
入
し
た
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︒
導
入

費
用
の
一
部
（
通
常
機
器
価

格
の
６
分
の
１
）を
支
援
す
る
︒

　

な
お
︑
同
事
業
の
執
行
団

体
は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
あ
り
︑
詳
細
等
は
全
ト
協

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
る
︒

 

﹁
大
型
タ
ン
ク
車
の
追
突
事

故
﹂に
関
す
る
報
告
書
を

公
表

事
業
用
自
動
車
事
故

調
査
委
員
会

　

国
土
交
通
省
事
業
用
自
動

車
事
故
調
査
委
員
会
は
こ
の

ほ
ど
︑
大
型
タ
ン
ク
車
の
追

突
事
故
（
北
海
道
石
狩
郡
当

別
町
）
に
関
す
る
事
業
用
自

動
車
事
故
調
査
報
告
書
を
公

表
し
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
対
し
て
傘
下
会
員
事
業

者
に
周
知
徹
底
す
る
よ
う
要

請
し
た
︒

　

同
事
案
は
︑
空
積
載
の
大

型
タ
ン
ク
車
が
︑
片
側
２
車

線
の
直
線
道
路
の
第
１
通
行

帯
を
走
行
中
︑
前
方
に
対
す

る
注
意
を
怠
り
︑
信
号
待
ち

で
停
止
し
て
い
た
軽
乗
用
車

に
追
突
し
て
前
に
押
し
出

し
︑
そ
の
結
果
３
台
の
車
両

が
関
係
す
る
多
重
衝
突
と
な

っ
た
も
の
︒
事
故
の
背
景
と

し
て
︑
通
り
慣
れ
た
距
離
が

長
い
直
線
道
路
の
た
め
︑
遠

く
の
山
並
み
に
注
意
が
移

り
︑
脇
見
運
転
等
に
な
っ
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
当
該
事
業
者
に
対

し
て
は
︑
通
り
慣
れ
た
長
い

直
線
道
路
で
は
単
調
な
運
転

が
続
き
︑
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
に
な
る
こ
と
を
認

識
さ
せ
る
指
導
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
︑
さ
ら
に
適
性

診
断
の
結
果
（
交
通
状
況
を

よ
く
見
よ
う
と
す
る
積
極
的

な
姿
勢
の
不
足
等
）
を
運
転

者
が
理
解
し
︑
運
転
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
︒

　

同
報
告
書
で
は
︑
再
発
防

止
策
と
し
て
︑
運
転
者
は
貨

物
を
安
全
︑
確
実
に
輸
送
す

る
こ
と
が
社
会
的
使
命
で
あ

る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
︑

ま
た
事
業
者
は
︑
注
意
力
が

欠
如
し
た
状
態
で
の
運
転
に

重
大
な
危
険
性
が
あ
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
︑
長
く
単
調
な

運
転
が
続
く
場
合
に
は
休
憩

を
取
る
よ
う
運
転
者
に
指
導

す
る
こ
と
︑
適
性
診
断
結
果

を
伝
達
す
る
だ
け
で
な
く
︑

運
転
の
改
善
に
努
め
る
よ
う

継
続
的
に
指
導
す
る
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
︒

 

心
臓
疾
患
・
大
血
管
疾
患

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
受
診

事
業
者
が
増
加
傾
向
に

事
業
用
自
動
車
健
康
起
因

事
故
対
策
協
議
会

　

国
土
交
通
省
は
２
月
５

日
︑
令
和
２
年
度
﹁
事
業
用

自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策

協
議
会
﹂（
座
長
・
酒
井
一
博

﹇
公
財
﹈
大
原
記
念
労
働
科

学
研
究
所
研
究
主
幹
）
を
開

催
し
︑
健
康
起
因
事
故
の
発

生
状
況
と
健
康
起
因
事
故
防

止
の
た
め
の
取
組
や
自
動
車

運
送
事
業
者
へ
の
脳
健
診
普

及
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
結

果
及
び
健
康
起
因
事
故
防
止

に
係
る
取
組
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
︒

　

協
議
会
で
の
報
告
に
よ
る

と
︑最
近
の
過
去
７
年
間
（
平

成
25
年
~
令
和
元
年
）
で
健

康
起
因
事
故
を
起
こ
し
た
運

転
者
は
１
８
９
１
人
で
︑
こ

の
う
ち
死
亡
者
は
３
２
７
人
︒

死
亡
者
の
原
因
別
と
し
て

は
︑
心
臓
疾
患
１
７
４
人

（
53
％
）︑
脳
疾
患
40
人

（
12
％
）︑
大
動
脈
瘤
お
よ

び
解
離
45
人
（
14
％
）
と
な

っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
平
成
30
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
る
﹁
自
動
車
運

送
事
業
者
へ
の
脳
健
診
普
及

に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
﹂
結

果
報
告
で
は
︑
平
成
30
年
度

受
診
者
（
１
２
０
９
人
）
の

追
跡
調
査
（
２
年
目
）
と
︑

令
和
元
年
度
受
診
者
（
４
０

６
８
人
）
の
追
跡
調
査
（
１

年
目
）結
果
に
つ
い
て
報
告
︒

令
和
元
年
度
に
受
診
し
た
４

０
６
８
人
の
う
ち
︑
１
人
が

健
診
後
に
脳
血
管
疾
患
を
発

症
し
た
︒

　

ま
た
︑
平
成
30
年
度
に
受

診
し
た
１
２
０
９
人
の
う
ち
︑

健
診
後
に
脳
血
管
疾
患
を
１

年
目
に
発
症
し
た
の
が
３
人
︑

２
年
目
ま
で
に
発
症
し
た
の

が
４
人
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
平
成
30
年
度
︑
令

和
元
年
度
受
診
者
と
も
に
︑

脳
血
管
疾
患
に
起
因
す
る
事

故
は
発
生
し
て
い
な
い
︒

　

ま
た
︑
29
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
﹁
健
康
起
因
事
故

防
止
に
係
る
取
組
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
調
査
結
果
も

報
告
さ
れ
た
︒

 

健
康
状
態
未
把
握
者
に
よ

る
悪
質
な
違
反
を
行
政
処

分
の
対
象
に

３
月
14
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
︑﹁
自

動
車
運
送
事
業
者
に
対
す
る

行
政
処
分
等
の
基
準
﹂
の
改

正
に
関
し
て
︑
現
在
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て

い
る
︒

　

自
動
車
運
送
事
業
の
運
転

者
の
健
康
起
因
事
故
が
増
加

傾
向
に
あ
り
︑
自
動
車
事
故

報
告
規
則
に
基
づ
い
て
報
告

さ
れ
る
件
数
も
増
加
し
て
い

る
︒
ま
た
︑同
報
告
の
中
で
︑

運
転
中
に
操
作
不
能
と
な
っ

た
事
案
が
約
２
割
に
上
っ
て

い
る
︒

　

道
路
運
送
法
第
27
条
第
２

項
お
よ
び
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
第
17
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
︑﹁
事
業
者
は
︑

事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
が

疾
病
に
よ
り
安
全
な
運
転
が

で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状

態
で
事
業
用
自
動
車
を
運
転

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
医
学
的
知
見
に
基

づ
く
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂
と
さ
れ
て
い
る

が
︑
必
ず
し
も
遵
守
さ
れ
て

い
な
い
事
例
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
健
康

状
態
の
把
握
等
を
適
切
に
行

わ
ず
に
重
大
事
故
を
惹
起
し

た
よ
う
な
悪
質
な
違
反
に
つ

い
て
︑
行
政
処
分
の
対
象
と

し
て
追
加
す
る
（
初
違
反
=

40
日
車
︑
再
違
反
=
80
日

車
）︒
３
月
中
に
通
達
を
発

出
し
︑
４
月
１
日
㈭
に
施
行

さ
れ
る
予
定
︒

　

な
お
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
３
月
14
日
㈰
ま
で
︑

電
子
政
府
の
総
合
窓
口

﹁e-Gov

﹂に
て
募
集
す
る
︒

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
同

サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
︒

２
月
19
日
か
ら　
　
　
　
　
　

　
　
３
月
11
日
ま
で
申
請
受
付

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
向
け

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
等
導
入
支
援
事
業

 

﹁
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
﹂

全
国
で
展
開
へ

今
年
４
月
下
旬
よ
り

　

気
象
庁
は
１
月
26
日
︑
令

和
２
年
度
﹁
熱
中
症
予
防
対

策
に
資
す
る
効
果
的
な
情
報

発
信
に
関
す
る
検
討
会
﹂
報

告
書
を
公
表
す
る
と
と
も

に
︑
環
境
省
と
気
象
庁
が
昨

年
夏
に
関
東
甲
信
地
方
で
行

っ
て
き
た
﹁
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
﹂
先
行
的
実
施
の
結

果
を
踏
ま
え
︑
今
年
４
月
下

旬
よ
り
同
ア
ラ
ー
ト
を
全
国

展
開
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
ア
ラ
ー
ト
は
︑
今
年
度

先
行
し
て
関
東
甲
信
地
方
の

１
都
８
県
（
茨
城
県
︑
栃
木

県
︑
群
馬
県
︑
埼
玉
県
︑
千

葉
県
︑東
京
都
︑神
奈
川
県
︑

山
梨
県
︑
長
野
県
）
で
実
施

さ
れ
︑
熱
中
症
の
危
険
性
が

極
め
て
高
い﹁
暑
さ
指
数（
Ｗ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
）﹂
33
以
上
が
予
想

さ
れ
る
際
に
発
令
さ
れ
る
も

の
︒
前
日
17
時
お
よ
び
当
日

朝
５
時
に
最
新
の
予
測
を
も

と
に
発
表
さ
れ
︑
熱
中
症
へ

の
警
戒
を
促
す
︒

　

昨
年
７
月
１
日
~
10
月
28

日
に
実
施
さ
れ
た
先
行
的
実

施
で
は
︑
ア
ラ
ー
ト
が
計
26

回
発
令
（
８
月
=
20
回
︑
９

月
=
６
回
）︒
同
検
討
会
の

検
証
の
結
果
︑
同
指
数
を
発

表
基
準
と
し
た
こ
と
で
︑
熱

中
症
搬
送
者
の
大
量
発
生
を

予
測
し
た
発
表
と
な
り
︑
よ

り
確
実
な
熱
中
症
予
防
情
報

の
提
供
に
繋
が
っ
た
と
し
て

い
る
︒

　

環
境
省
お
よ
び
気
象
庁
で

は
︑
全
国
で
の
同
ア
ラ
ー
ト

の
本
格
運
用
開
始
に
あ
た

り
︑
国
民
の
熱
中
症
予
防
に

繋
が
る
よ
う
ア
ラ
ー
ト
発
表

時
の
具
体
的
な
対
応
方
法
を

示
し
な
が
ら
周
知
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

図　令和４年３月新規高等学校卒業者の採用選考期日等
○ハローワークによる求人申込書の受付開始 ……６月１日
※ 高校生を対象とした求人については、ハローワークにおいて求人

の内容を確認したのち、学校に求人が提出されることとなる。
○企業による学校への求人申込および学校訪問開始 ……７月１日
○学校から企業への生徒の応募書類提出開始 ……９月５日
　（沖縄県は８月 30 日）
○企業による選考開始および採用内定開始 ……9 月 16 日

【【 登登録録申申請請受受付付開開始始：： 令令和和３年年1 0 月月1日日～】】

03_ 日刊工業新聞（ モノ クロ）H167×W 188mm

イ ン ボ イ ス 制 度 に つ い て

※インボイスとは、登録番号のほか、一定の事項が記載された

　 請求書や納品書その他これらに類するものをいいます。

登登録録申申請請はは、、 ををごご利利用用いいたただだくく とと

手手続続ががススムムーーズズでですす。。

国国税税庁庁

e-Ta x

事事業業者者のの  

みみななささ
ままへへ

◆お問合せ先
消費税軽減税率
電話相談センター

【 フリーダイヤル】

【 受 付 時 間 】

012 0 -2 0 5 -5 5 3
9： 0 0～17： 0 0（ 土日祝除く ）　

国税庁ホームページ（ h t t p s : //w w w . n t a . g o . j p ）の

「 イ ンボイス制度特設サイト 」をご覧く ださ い。
詳し く お知り に な り た い方は

特設サイト へ

イインンボボイイススをを交交付付すするる事事業業者者とと ななるるににはは

事事前前にに登登録録申申請請がが必必要要でですす！！
〰〰〰〰〰〰〰〰〰

令和 5 年1 0 月1 日から

消費税の仕入税額控除の方式と し て

「 適適 格格 請請 求求 書書 等等 保保 存存 方方 式式」
( いわゆるインボイス制度 )が導入されます。

専 用 ダ イ ヤ ル

別添



（4）第2171号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）2月15日

　乗務後点呼では、当該乗務に係る事業用自
動車、道路および運行の状況についての報告
を求める。交替運転者がいる場合は、交替し
た運転者に対し、通告した内容の報告を受け
る必要がある。

　乗務前・乗務後点呼のいずれも対面で行うことができない場合
は、当該乗務の途中において少なくとも 1回乗務途中の点呼、い
わゆる中間点呼を実施する。
　中間点呼では、酒気帯びの有無、疾病、疲労、睡眠不足、その
他の理由により安全な運転をすることができない恐れの有無につ
いて、報告を求め、確認を行い、運行の安全を確保するために必
要な指示を行う。
　中間点呼を行う場合は、運行管理者は運行指示書を作成し、ド
ライバーに適切な指示を行うとともに、これを携行させなければ
ならない。この場合には、携帯型アルコール検知器を携行させる
などにより、測定・報告させることが求められる。

◇乗務後点呼における確認・指示事項
・�車両、積載物の異常の有無、乗務記録、運行記録計等の記録により運転者の運転状況等の
確認

・�工事箇所等道路状況に関する最新情報およびヒヤリ・ハット経験の有無等安全情報の確認
・酒気帯びの有無
・運転者に翌日の勤務を確認させる

◇中間点呼の流れ
①電話による酒気帯びの確認

② アルコール検知器による酒気帯びの
確認

③健康管理の確認

④ 運行の安全を確保するために必要な
指示を行う

◇乗務後点呼の流れ
① 事業用自動車、道路、運行の状況について報告を求める

②目視による酒気帯びの確認

③アルコール検知器による酒気帯びの確認

◇写真で見る乗務後点呼のポイント
❽ 酒気帯びの有無については、まず運転者の状態を目視等で確認する。具体的には、

顔色、呼気の臭い、ドライバーの声の調子などをチェックする。

❾ アルコール検知器によるチェックを行う。電話、その他の方法で点呼する場合には、
携行させている携帯型アルコール検知器、または自動車に設置されているアルコー
ル検知器を用いて測定させ、その測定結果を電話などで報告させる。酒気帯びが確
認された場合は、飲酒運転根絶に向け、直ちに再発防止の徹底を図ること。

◇乗務後点呼の記録の内容
　乗務後点呼の記録内容は、�の通りである。なお、点呼記録簿は１年間保存しなけ
ればならない。

◇写真で見る中間点呼のポイント
� 酒気帯びの有無、疾病、疲労、睡眠不足、その他の理由により安全な運転をするこ

とができない恐れの有無については、ドライバーから口頭で確認する。

� 運転者に携帯型アルコール検知器を携行させるなどにより、測定と報告をさせる。
道路交通法の基準値以下でも、酒気帯び時は乗務禁止となる。

� 中間点呼が必要となる運行の場合には、「運行指示書」が必要となる。運行指示書
は運行管理者が作成する。運行中は、ドライバーが運行指示書を携行し、営業所に
はその写しを備え置かなければならない。
運行指示書に記載する項目は、�の通り。運行指示書とその写しは、運行の終了の
日から１年間保存しなければならない。

� 出発時の運行予定が途中で変更となった場合は、電話その他の方法により、その変
更内容について適切な指示を行うとともに、運行指示書や写しを修正しなければな
らない。運行予定が途中で変更になった場合には、変更の内容、指示を行った日、
指示した運行管理者の氏名を運行指示書の写しに記載する。中間点呼が必要となる
場合は、確実に実施する。

� 出発時は運行指示書の作成が必要なくても、途中で運行予定が変更になり、中間点
呼や運行指示書の作成が必要になる場合がある。中間点呼や運行指示書が必要ない
運行から、運行途中で必要になった場合には、営業所で運行指示書を作成し、その
内容を電話、その他の方法により適切に指示するとともに、ドライバーには乗務等
の記録に指示の内容を同様に記録させなければならない。また、中間点呼を確実に
実施する。
なお、運行の途中で運行指示書を作成した場合は、指示の内容を記録させた乗務等
の記録も１年間保存しなければならない。

◇中間点呼の記録の内容
　中間点呼の記録内容は、
�の通りである。なお、
点呼記録簿は１年間保存
しなければならない。

3乗務後点呼3乗務後点呼

4中間点呼4中間点呼

乗務車両や道路、運行の状況をチェック　酒気帯びの有無の確認も忘れずに乗務車両や道路、運行の状況をチェック　酒気帯びの有無の確認も忘れずに

対面で点呼ができない場合に　運転者に対して電話等で報告を求める対面で点呼ができない場合に　運転者に対して電話等で報告を求める

　トラック輸送には、常に「安全」が求められています。安全を確保するためには、適切な方法で「点呼」
を行う必要があります。
　点呼には、「乗務前点呼」、「乗務後点呼」および「乗務途中点呼（中間点呼）」があり、
それぞれ実施内容が定められています。
　ここでは、全日本トラック協会制作「確実な点呼の実施方法」解説 DVDをもとに、確実
な点呼の実施方法について紹介します。
　なお、同 DVDは全ト協ホームページ（右の二次元コード）から視聴可能です。

�� ��

��

�❾❽

�

乗務前・後・中間点呼乗務前・後・中間点呼

◇中間点呼における確認・指示事項
・酒気帯びの有無
・�健康状態（疾病、疲労等の状況）
の報告

・�安全を確保するために必要な指示
を行う
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　点呼は、運転者や自動車が安全に運行できる状態かどうか
を確認するとともに、安全運行のために必要な指示を与え、
報告を聴取するために行われる。
　点呼は、遠隔地で乗務が開始・終了するため、乗務前また
は乗務後の点呼が営業所において対面でできないなどといっ
た運行上やむを得ない場合を除き、対面点呼が必須となる。

　乗務前点呼では、酒気帯びの有無、疾
病、疲労、睡眠不足、その他の理由によ
り安全な運転をすることができない恐れ
の有無、日常点検の実施またはその確認
について報告を求め、確認を行い、運行
の安全を確保するために必要な指示を行
う。

◇乗務前点呼における確認・指示事項
・�運転者の健康状態、疲労の度合い、酒気帯びの有無、異常な感情の高
ぶり、睡眠不足等について確認し、安全な運転ができる状態か否かを
判断する

・�日常点検の実施結果に基づき、整備管理者が自動車の運行の可否を決
定したことを確認する

・服装を端正に着用しているかの確認
・運転免許証、非常信号用具、業務上必要な帳票類等、携行品の確認
・�休憩時間・場所、積載物、気象、道路状況等、運行の安全を確保する
ための注意事項の指示

・個々の運転者について、運転行動に現れやすい問題点についての注意

◇乗務前点呼の流れ
①目視による酒気帯びの確認

②アルコール検知器による酒気帯びの確認

③健康管理の確認

④日常点検表の確認

⑤安全確保の適切な指示

⑥自動車検査証等の確認

⑦運転免許証の確認

① 点呼は、運行上やむを得ない場合を除き、対面で実施することが基本である。
② 点呼時は、運転者に対して報告を求め、安全確保に必要な指示を出すだけでなく、酒気帯びの有無を確認しなければならない。その

際、事業者は、酒気帯びの有無を目視等で確認するだけでなく、アルコール検知器を用いて酒気帯びの有無の確認をしなければなら
ない。

③ 事業者は、酒気を帯びた運転者を事業用自動車に乗務させてはならない。また、運転者も、酒気を帯びた状態にある時は、会社に申
し出なければならない。

◇写真で見る乗務前点呼のポイント
❶ 酒気帯びの有無については、まず運転者の状態を目視等で確認す

る。具体的には、顔色、呼気の臭い、運転者の声の調子などをチ
ェックする。

❷ アルコール検知器によるチェックを行う。測定結果は、点呼記録
簿などに記録する。酒気帯びの場合は、道路交通法の基準値以下
であっても絶対に乗務は禁止である。

❸ 電話、その他の方法で点呼する場合には、携行させている携帯型
アルコール検知器、または自動車に設置されているアルコール検
知器を用いて測定させ、その測定結果などを電話で報告させる。

❹ 疾病、疲労、睡眠不足、その他の理由により、安全な運転をする
ことのできない恐れの有無について、体調は悪くないか、服薬の
有無、疲労の状況はどうか、前の晩はしっかり睡眠が取れたかな
どについて確認する。

　
❺ 運転者の健康起因事故防止のために血圧を測定することや、異常

気象時等における輸送の安全の確保のための適切な指示を行う。

❻ 有効期間内の車検証や免許証を携帯しているかなどの確認も行う。

◇乗務前点呼の記録の内容
　乗務前点呼の記録内容
は、❼の通りである。なお、
点呼記録簿は 1 年間保存
しなければならない。

◇コラム　「実効性高い点呼の実施を！」（点呼に関する調査結果データより）
　図１～３は、全日本トラック協会が実施した点呼に関する調査結果のデータである。
　点呼に関する実態を図 1で見ると、「不適切な点呼の実施」や「一部未実施」のケースが
多いことが見て取れる。
　「不適切な点呼の実施」の内訳（図２）を見ると、「対面ですべきところを電話で済ませて
いる」、「乗務前点呼の前に乗務するなど、点呼のタイミングが不適切」などの実態が読み取
れる。また、「一部未実施」の内訳（図３）としては、「乗務前・乗務後点呼の一部未実施」、
「中間点呼の一部未実施」、「点呼記録簿の一部が保存されていない」などが見られる。
　交通事故防止および飲酒運転根絶の観点から、運送事業者には確実な点呼の実施が求めら
れる。

1確実な点呼とは？1確実な点呼とは？

2乗務前点呼2乗務前点呼

「運転者の体調」「酒気帯びの有無」などを確認　安全運行実現に繋げる「運転者の体調」「酒気帯びの有無」などを確認　安全運行実現に繋げる

「飲酒運転根絶」のため　アルコール検知器使用の徹底を！「飲酒運転根絶」のため　アルコール検知器使用の徹底を！

❻❺❹

❸❷❶

❼

写真で見る 『点呼のポイント』『点呼のポイント』〜全ト協制作 「確実な点呼の実施方法」解説DVDより〜

ポイント

0 5 10 15 20

◎点呼に関する調査
図 1　点呼 否の理由区分 図 2　不適切な点呼の実施 図 3　一部未実施

不適切な実施

一部未実施

不適切な記録保存

アルコール検知器

全く未実施

16.8
19.0

7.6

3.4
3.1

0.6
0.8
0.4
0.6

8.7

（％）

令和元年度

電話点呼あり
25.6％

一部点呼未実施
54.7％

中間点呼
未実施あり
24.0％

点呼記録簿の
一部保存なし
6.7％

荷主先等への常駐
5.3％

一部運転者の記録なし
5.3％

自宅への車両
持ち帰りあり

4.0％

点呼のタイミング
不適切
25.0％

セルフ点呼あり
14.9％

対面点呼
一部未実施
14.3％

点呼簿と日報の
齟齬（そご）あり
12.5％

一部無資格者による点呼
6.5％

その他1.2％

平成30年度

調査件数　25,375
（前年度　26,152）
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前
回
は
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム

・
有
期
雇
用
労
働
法
と
そ
れ

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
た
︒
待
遇
差
が
不

合
理
で
あ
る
か
ど
う
か
は
︑

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
判

断
す
る
こ
と
と
な
る
︒

　

図
１
は
︑
不
合
理
な
待
遇

差
の
判
断
の
枠
組
み
で
あ
る
︒

判
断
す
る
際
に
特
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
が
︑﹁
比
較
対

象
と
な
る
通
常
の
労
働
者
と

は
誰
な
の
か
﹂︑﹁
不
合
理
な

待
遇
差
を
判
断
す
る
際
の

﹃
職
務
の
内
容
﹄︑﹃
職
務
の

内
容
・
配
置
の
変
更
の
範

囲
﹄︑﹃
そ
の
他
の
事
情
﹄
の

３
考
慮
要
素
の
具
体
的
内
容

は
何
な
の
か
﹂
︱
︱
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
︒

　

図
２
は
︑
事
業
主
が
︑
不

合
理
な
待
遇
差
が
な
い
か
を

点
検
・
検
討
し
︑
対
応
策
を

検
討
す
る
た
め
の
望
ま
し
い

手
順
の
全
体
の
流
れ
を
示
し

て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
段
階

ご
と
に
実
施
す
る
内
容
に
つ

い
て
紹
介
す
る
︒
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参

照
の
こ
と
︒
な
お
︑
1
~
4

に
つ
い
て
は
︑
次
章
の
﹁
3

点
検
の
際
に
留
意
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
﹂
に
お
い
て
説
明
し

て
い
る
︒

︻
第
１
段
階
︼

・��

社
内
の
労
働
者
を
社
員
タ

イ
プ
ご
と
に
区
分
し
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
社
員
タ
イ
プ
の

特
徴
を﹁
労
働
契
約
期
間
﹂

・﹁
１
週
間
の
労
働
時
間
﹂

を
も
と
に
整
理
す
る
︒
こ

れ
に
よ
っ
て
︑
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の

対
象
と
な
る
労
働
者
を
雇

用
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
1
︒

・�﹁
均
等
待
遇
﹂︑﹁
均
衡
待

遇
﹂
の
対
象
と
な
る
労
働

者
を
確
認
す
る
2
︒

︻
第
２
段
階
︼

・�
社
員
タ
イ
プ
ご
と
に
︑
個

々
の
待
遇
の
﹁
適
用
の
有

無
﹂
と
﹁
決
定
基
準
﹂
を

整
理
し
︑
通
常
の
労
働
者

と
短
時
間
・
有
期
雇
用
労

働
者
と
の
間
で
の﹁
違
い
﹂

を
確
認
す
る
2
︒

︻
第
３
段
階
︼

・�

個
々
の
待
遇
ご
と
に
︑
次

の
手
順
で
均
等
・
均
衡
を

点
検
す
る
︒

＊��

均
等
待
遇
の
対
象
と
な
る

短
時
間
・
有
期
雇
用
労

働
者
に
対
し
て
は
︑
全
て

の
待
遇
に
つ
い
て
決
定
基

準
が
通
常
の
労
働
者
と

﹁
同
一
﹂
で
あ
る
か
を
確

認
す
る
︒

＊�

均
衡
待
遇
の
対
象
と
な
る

短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働

者
に
対
し
て
は
︑﹁
適
用

の
有
無
﹂
あ
る
い
は
﹁
決

定
基
準
﹂
に
﹁
違
い
﹂
が

あ
る
場
合
に
は
︑

①�

当
該
待
遇
の
﹁
性
質
・

目
的
﹂
を
確
認
・
整
理

し
②�

﹁
性
質
・
目
的
﹂
に
適

合
す
る
考
慮
要
素
を
３

考
慮
要
素
3
の
中
か
ら

特
定
し

③�

そ
の
考
慮
要
素
に
基
づ

き
︑﹁
違
い
﹂
を
適
切

に
説
明
で
き
る
か
を
検

討
す
る
︵
図
３
︶

︻
第
４
段
階
︼

・�

均
等
待
遇
の
場
合
で
待
遇

の
決
定
基
準
が
異
な
る
場

合
や
︑
均
衡
待
遇
の
場
合

で
﹁
違
い
﹂
が
適
切
に
説

明
で
き
な
い
場
合
に
は
︑

是
正
策
を
検
討
す
る
4
︒

　

次
に
︑
不
合
理
な
待
遇
差

の
有
無
を
検
証
す
る
た
め

に
︑
取
組
対
象
労
働
者
と
比

較
す
る
労
働
者
（
比
較
対
象

労
働
者
）
を
確
認
す
る
︒

　

比
較
対
象
と
な
る
通
常
の

労
働
者
と
は
︑
図
５
で
示
し

た
通
り
︑﹁
正
規
型
﹂
の
労

1 

不
合
理
な
待
遇
差
解
消
の

対
象
と
な
る
労
働
者
、
比

較
対
象
と
な
る
労
働
者
と

は
？

　

第
1
段
階
で
は
︑
自
社
で

雇
用
す
る
労
働
者
の
社
員
タ

イ
プ
を
整
理
し
︑
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の

対
象
と
な
る
労
働
者
（
取
組

対
象
労
働
者
）
が
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
︒

　

取
組
対
象
労
働
者
は
︑
図

４
に
示
す
条
件
の
い
ず
れ
か
︑

あ
る
い
は
双
方
に
当
て
は
ま
る

﹁
短
時
間
労
働
者
﹂
と
﹁
有

期
雇
用
労
働
者
﹂
で
あ
る
︒

3
点
検
の
際
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

自
社
の
状
況
を
点
検
し
て
待
遇
差
解
消
に
つ
な
げ
る

第
２
回

同一労働同一賃金への対応に向けて同一労働同一賃金への対応に向けて特
集

働
者
お
よ
び
事
業
主
と
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を

締
結
し
て
い
る
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
者
で
あ
る
︒
総
合
職
︑

一
般
職
︑
限
定
正
社
員
な
ど

複
数
の
社
員
タ
イ
プ
が
あ
る

場
合
は
︑
全
て
の
タ
イ
プ
の

﹁
正
規
型
﹂
の
労
働
者
お
よ

び
無
期
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム
の

労
働
者
が
比
較
対
象
労
働
者

と
な
る
︒

・�

点
検
作
業
に
お
い
て
は
︑

最
初
は
職
務
の
内
容
等
が

最
も
近
い
人
か
ら
始
め
て

も
よ
い
が
︑
順
次
︑
全
て

の
社
員
タ
イ
プ
の
通
常
の

労
働
者
と
の
点
検
が
必
要

と
な
る
︵
図
６
︶︒

・�

短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働

者
か
ら
待
遇
差
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
は
︑
職
務
の
内
容
等
が

最
も
近
い
と
事
業
主
が
判

断
す
る
通
常
の
労
働
者
と

の
間
の
待
遇
差
に
つ
い
て
︑

説
明
す
る
こ
と
に
な
る
︒

2 

考
慮
要
素
に
照
ら
し
た
待

遇
に
関
す
る
点
検
の
手
順

　

ま
ず
︑﹁
職
務
の
内
容
﹂

お
よ
び
﹁
職
務
の
内
容
・
配

置
の
変
更
の
範
囲
﹂
が
同
じ

労
働
者
が
い
る
か
を
確
認
す

る
︒
い
る
場
合
は
﹁
均
等
待

遇
﹂
の
対
象
と
な
り
︑
差
別

的
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
る
た

め
︑
短
時
間
・
有
期
雇
用
労

働
者
の
待
遇
は
通
常
の
労
働

者
と
同
じ
方
法
で
決
定
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
︒

　

そ
れ
以
外
の
場
合
は
﹁
均

衡
待
遇
﹂
の
対
象
と
な
る
た

め
︑
全
て
の
待
遇
に
つ
い
て

以
下
の
手
順
で
点
検
を
行
う
︒

A 
待
遇
の
決
定
基
準
が
同
じ

場
合

▽
手
順
１　

あ
る
待
遇
に
係

る
待
遇
差
の
不
合
理
性
を
判

断
す
る
に
あ
た
っ
て
︑
当
該

待
遇
の
性
質
・
目
的
に
照
ら

し
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
考

慮
要
素
と
は
何
か
を
判
断

↓
﹁
職
務
の
内
容
﹂︑﹁
職
務

の
内
容
・
配
置
の
変
更
の
範

囲
﹂︑﹁
そ
の
他
の
事
情
﹂
か

ら
適
切
な
考
慮
要
素
を
選
択

▽
手
順
２　

手
順
１
で
選
択

し
た
考
慮
要
素
に
つ
い
て
︑

通
常
の
労
働
者
と
短
時
間
・

有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間
で

具
体
的
な
違
い
が
あ
る
か
否

か
を
判
断

　

以
上
の
手
順
は
︑
役
職
手

当
を
例
に
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
︒

①�

役
職
手
当
が
︑
役
職
と
い

う
特
定
の
役
割
に
対
し
て

支
給
す
る
手
当
で
あ
れ

ば
︑
考
慮
要
素
は
﹁
職
務

の
内
容
﹂
と
な
る

②�

同
じ
名
前
の
役
職
に
就
く

通
常
の
労
働
者
と
短
時
間

・
有
期
雇
用
労
働
者
の

﹁
職
務
の
内
容
﹂
に
相
違

が
あ
る
か
を
判
断
す
る

B 
待
遇
の
決
定
基
準
が
異
な

る
場
合

▽
手
順　

待
遇
の
決
定
基
準

を
通
常
の
労
働
者
と
短
時
間

・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間

で
異
な
る
も
の
と
し
て
い
る

理
由
に
つ
い
て
︑﹁
職
務
の
内

図1　不合理な待遇差の判断の枠組み

図２　短時間・有期雇用労働者と通常の労働者との間の
不合理な待遇差を点検・検討する手順

図３　不合理な待遇差の点検・検討の基本手順
図４　不合理な待遇差解消に向けた取組の対象となる労働者

図５　待遇差の比較対象となる労働者

図６　取組対象労働者と比較対象労働者の確認の流れ

2
不
合
理
な
待
遇
差
の
点
検
・
検
討
手
順
の
全
体
像

点
検
・
検
討
を
通
じ
て

問
題
点
を
洗
い
出
し
改
善
に
結
び
つ
け
る

1
不
合
理
な
待
遇
差
を
判
断
す
る
際
の
枠
組
み

待
遇
の
あ
り
方
を
正
し
く
判
断
し

不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
へ

　

中
小
企
業
に
お
い
て
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
今

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
（
中
小
企
業
以
外
は
令
和
２
年
４
月
１

日
施
行
）︑
い
わ
ゆ
る
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
中
小
運
送
事
業
者
に
お
い
て
も
︑
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
導
入
に
向
け
た
計
画
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

特
集
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
不
合
理
な
待
遇
差
で
な
い
か
を

点
検
・
検
討
す
る
手
順
の
全
体
の
流
れ
に
つ
い
て
︑厚
生
労
働
省
﹁
不

合
理
な
待
遇
差
解
消
の
た
め
の
点
検
・
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
へ
の
対
応

〜
（
業
界
共
通
編
）﹂
を
も
と
に
紹
介

し
ま
す
︒

　

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
厚
労
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
﹁
同
一
労
働
同
一
賃

金
特
集
ペ
ー
ジ
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
︒

求
め
ら
れ
る
「
待
遇
差
解
消
」
へ
の
取
り
組
み

計
画
的
に
社
内
制
度
の
点
検
を

社
内
制
度
見
直
し
の
必
要
が
あ
れ
ば

早
急
に
対
応
を
！
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第80回］

杉の木に向かって手を合わせてる人が……
「スギ花粉こそコロナウイルスを食べるものに変異してくださいとお祈りしてる
らしい……」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜一時停止・徐行編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	○（法第9条）車両は、歩行者用道路
を許可を受けて通行するときは、特に歩行
者に注意して徐行しなければならないと
定められている。この場合、歩行者がいな
くても徐行しなければならない。
❷	○（法第17条第2項）車両は、歩道等
に入る直前で一時停止し、かつ、歩行者
の通行を妨げないようにしなければなら
ないと定められており、歩行者がいなくて
も一時停止の義務がある。
❸	×（法第36条第2項）車両等は、交差
道路が優先道路であるときは、当該交差道
路を通行する車両等の進行妨害をしては
ならないと定められており、一時停止まで
は義務づけていない。

❹	○（法第38条第2項）車両等は、横断
歩道等またはその手前の直前で停止して
いる車両等がある場合、停止している車両
等の側方を通過してその前方に出ようとす
るときは、その前方に出る前に一時停止し
なければならないと定められている。ただ
し、信号機のある横断歩道等の場合で、そ
の信号が歩行者や自転車の横断を禁止し
ている場合を除く。
❺	×（法第71条第3号）道路の左側部
分に設けられた安全地帯の側方を通過す
る場合において、当該安全地帯に歩行者
がいるときは徐行することと定められてお
り、歩行者がいない場合は徐行の義務は
ない。

193「
鯖
街
道
お
膝
元
の
味
②
」福
井
県
小
浜
の
鯖
の
ぬ
た

　

小
浜
は
鯖
街
道
の
起
点
だ

が
︑
逆
に
終
点
・
京
都
か
ら

も
色
々
運
ば
れ
た
︒
京
言
葉

や
祭
︑
狂
言
な
ど
で
︑
野
菜

な
ら
谷や

た

べ

田
部
ね
ぎ
︒
京
野
菜

の
九
条
ね
ぎ
の
種
子
が
谷
田

部
地
区
に
伝
播
し
︑
こ
の
地

の
風
土
に
適
応
し
生
ま
れ
た
︒

　

谷
田
部
は
真
言
宗
の
名
刹

・
谷た

ん
だ
い
じ

田
寺
の
門
前
町
︒
京
都

か
ら
は
名
田
庄
経
由
の
周し

ゅ
う
ざ
ん山

街か
い
ど
う道
（
国
道
１
６
２
号
）
が

便
利
で
︑
現
代
は
京
都
か
ら

の
日
帰
り
客
も
多
い
︒
鯖
街

道
は
有
名
な
若
狭
街
道
だ
け

で
な
く
別
ル
ー
ト
も
あ
り
︑

周
山
街
道
は
そ
の
一
つ
だ
︒

　

さ
て
谷
田
部
ね
ぎ
は
︑
九

条
ね
ぎ
の
種
子
が
ル
ー
ツ
と

は
い
え
︑
見
た
め
は
違
う
︒

緑
の
葉
ね
ぎ
の
九
条
ね
ぎ
に

比
べ
︑
上
半
分
が
緑
︑
下
半

農
家
は
春
か
ら
育
て
て
き
た

ね
ぎ
を
夏
に
い
っ
た
ん
抜
き
︑

畝う
ね

に
寝
か
せ
た
ま
ま
土
を
被

せ
る
︒
ね
ぎ
は
横
に
な
っ
た

ま
ま
上
に
伸
び
る
の
で
収
穫

時
に
は
白
根
が
長
く
な
り
︑

植
え
替
え
の
ス
ト
レ
ス
で
甘

味
が
増
す
お
ま
け
ま
で
あ
る
︒

　

こ
ん
な
谷
田
部
ね
ぎ
の
旬

は
12
月
か
ら
梅
の
季
節
ま

で
︒
す
き
焼
き
︑
煮
物
と
万

の
な
れ
ず
し
で
名
高
い
﹁
佐さ

助す
け

﹂
の
ぬ
た
は
︑
茹ゆ

で
て
と

ろ
み
を
増
し
た
ね
ぎ
と
生
姜

入
り
甘
酢
で
締
め
た
鯖
を
使

う
︒
生
姜
で
鯖
の
癖
が
丸
く

な
り
︑
ね
ぎ
と
調
和
し
て
箸

が
進
み
︑
酒
も
進
む
︒
往
時

の
賑
わ
い
を
名
物
主
・
森も

り
し
た下

佐す
け

彦ひ
こ

さ
ん
か
ら
聞
き
な
が
ら

な
ら
︑さ
ら
に
進
む
だ
ろ
う
︒

　

�

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

分
は
白
の
２
色
使
い
︒
葉
ね

ぎ
と
白
ね
ぎ
の
い
い
と
こ
ど

り
で
︑
締
ま
り
が
よ
く
︑
太

さ
も
立
派
だ
が
︑
加
熱
す
る

や
︑
と
ろ
り
と
甘
く
な
る
︒

　

美
味
の
理
由
は
ね
ぎ
に
適

し
た
土
壌
と
︑
農
家
の
労
を

惜
し
ま
な
い
勤
勉
さ
の
賜

物
︒
ね
ぎ
は
河
川
沿
い
の
沖

積
層
の
土
を
好
む
が
︑
谷
田

部
も
し
か
り
︒
ま
た
当
地
の

能
だ
が
︑若
狭
の
味
な
ら
﹁
鯖

の
ぬ
た
﹂
に
決
ま
り
︒
ぬ
た

と
は
酢
味
噌
和
え
で
お
な
じ

み
の
料
理
だ
が
︑
鯖
に
つ
い

て
は
年
季
の
入
っ
た
土
地
柄

だ
け
に
︑
ね
ぎ
が
鯖
の
魅
力

を
見
事
に
引
き
立
て
て
い
る
︒

　

小
浜
市
海
岸
部
の
田た

が
ら
す烏
は

鯖
の
巾
着
網
漁
で
栄
え
た
浜

で
︑
今
は
漁
家
民
宿
が
味
を

競
う
︒鯖
へ
し
こ（
ぬ
か
漬
け
）

不
合
理
な
待
遇
差
是
正
の
際
に
は
支
援
制
度
の
活
用
を
！

　

国
等
が
行
う
支
援

制
度
に
は
︑
専
門
家

に
よ
る
相
談
支
援
サ

ー
ビ
ス
と
助
成
制
度

が
あ
る
︒

　

図
８
で
は
︑
主
な

制
度
を
紹
介
し
て
い

る
︒

　

不
合
理
な
待
遇
差
が
あ
る

か
を
点
検
し
︑
そ
の
解
消
に

取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
は
︑

労
使
で
情
報
を
共
有
し
︑
話

し
合
う
な
ど
に
よ
っ
て
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
︒
ま
た
︑
不
合
理
な
待

遇
差
の
解
消
を
行
う
に
あ
た

っ
て
︑
基
本
的
に
︑
労
使
で

合
意
す
る
こ
と
な
く
通
常
の

労
働
者
の
待
遇
を
引
き
下
げ

る
こ
と
（
不
利
益
変
更
）
は

望
ま
し
い
対
応
と
は
い
え
な

い
︒

　

待
遇
を
改
善
す
る
た
め
に

は
︑
生
産
性
の
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
等
に
よ
り
︑
そ
の
た

め
の
原
資
（
財
源
）
の
捻
出

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
︒

ま
た
︑
待
遇
に
関
わ
る
諸
制

度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る

こ
と
も
あ
る
︒
い
ず
れ
の
場

合
も
非
常
に
時
間
が
か
か
る

取
り
組
み
に
な
る
た
め
︑
早

め
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
︒

容
﹂︑﹁
職
務
の
内
容
・
配
置

の
変
更
の
範
囲
﹂︑﹁
そ
の
他

の
事
情
﹂
の
客
観
的
・
具
体

的
な
事
情
に
照
ら
し
て
説
明

で
き
る
か
を
確
認

3
考
慮
要
素
に
つ
い
て

　
﹁
職
務
の
内
容
﹂︑﹁
職
務

の
内
容
・
配
置
の
変
更
の
範

囲
﹂︑﹁
そ
の
他
の
事
情
﹂
は

考
慮
要
素
で
あ
る
が
︑
こ
こ

で
問
題
に
な
る
こ
と
は
︑﹁
不

合
理
な
待
遇
差
﹂
を
判
断
す

る
際
に
︑
そ
れ
ら
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か

で
あ
る
︒

　

ま
ず
︑﹁
職
務
の
内
容
﹂︑

﹁
職
務
の
内
容
・
配
置
の
変

更
の
範
囲
﹂
と
は
︑
図
７
で

示
し
た
内
容
に
な
る
︒
し
た

が
っ
て
︑﹁
職
務
の
内
容
﹂︑﹁
職

務
の
内
容
・
配
置
の
変
更
の

範
囲
﹂に
違
い
が
あ
る
か
は
︑

こ
れ
に
基
づ
い
て
判
断
す
る

こ
と
と
な
る
︒

　
﹁
そ
の
他
の
事
情
﹂
は
︑不

合
理
な
待
遇
差
を
判
断
す
る

際
に
考
慮
す
べ
き
﹁
職
務
の

内
容
﹂︑﹁
職
務
の
内
容
・
配

置
の
変
更
の
範
囲
﹂
以
外
の

事
情
と
な
る
た
め
︑
個
々
の

状
況
に
合
わ
せ
て
︑
そ
の
都

度
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
事
業
主
は
短

時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
と

通
常
の
労
働
者
と
の
間
に
待

遇
差
が
あ
り
︑
そ
の
理
由
が

﹁
そ
の
他
の
事
情
﹂
に
あ
る

場
合
に
は
︑
そ
の
﹁
そ
の
他

の
事
情
﹂
は
何
で
︑
そ
れ
に

合
理
性
が
あ
る
か
を
し
っ
か

り
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
︒
な
お
︑﹁
成
果
﹂︑﹁
能

力
﹂︑﹁
経
験
﹂︑﹁
合
理
的
な

労
使
の
慣
行
﹂︑﹁
労
使
交
渉

の
経
緯
﹂は﹁
そ
の
他
の
事
情
﹂

と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
︒

4 

不
合
理
な
待
遇
差
を
解
消

す
る
際
の
留
意
点

図７　「職務の内容」、「職務の内容・配置の変更の範囲」、
「その他の事情」とは

図８　是正にあたり利用できる国等の支援制度 4
是
正
に
あ
た
り
利
用
で
き
る
国
等
の
支
援
制
度

①働き方改革推進支援センター
　厚生労働省は、各都道府県に「働き方改革推進支援センター」を設置し、中小企業における「①
非正規雇用労働者の待遇改善」、「②長時間労働の是正」、「③生産性向
上による賃金引上げ」、「④人手不足の解消に向けた雇用管理改善」――
に向けた取り組みを支援している。
　また、就業規則の作成方法、賃金規程の見直し、労働関係助成金の活
用等に係る相談も無料で受け付けている。
　さらに、電話・メール・来所による相談やセミナーの開催だけでなく、社
会保険労務士等の専門家が企業・団体を訪問し、就業規則の見直し、労
働時間短縮、賃金引上げに向けた生産性向上などに関するコンサルティン
グを通じて、個々の事業主の状況に応じた改善計画案の提案も無料で行っ
ている。

②職務分析・職務評価の導入支援
　短時間・有期雇用労働者と通常の労働者の均等・均衡待遇の状況を確
認する方法のひとつに「職務評価」の手法がある。厚労省では、職務評価
に関するセミナーの開催や専門知識を持った「職務評価コンサルタント」
を企業に無料で派遣している。

③よろず支援拠点の活用
　（独）中小企業基盤整備機構では各都道府県に「よろず支援拠点」を
設置し、多岐にわたる分野の専門家が、中小企業の経営上の様々な悩みに
適切な解決策を提示する。働き方改革や人事労務管理の専門家でもある
「人手不足対応アドバイザー」も配置している。

④助成制度の活用
　厚労省は、短時間・有期雇用労働者の企業内でのキャリアアップなどを促進するため、処遇改
善の取り組みや正社員化を実施した事業主に対して「キャリアアップ助成金」を支給している。例
えば、以下のコースがある。
・全てまたは一部の有期契約労働者等の基本給の賃金規定等を増額改定し、昇給した場合に助

成する「賃金規定等改定コース」
・有期契約労働者等に関して正規雇用労働者と共通の職務等に応じた賃金規定等を作成し、適

用した場合に助成する「賃金規定等共通化コース」
・有期契約労働者等に関して正規雇用労働者と共通の諸手当制度を新たに設け、適用した場合

に助成する「諸手当制度共通化コース」
※助成金の内容や要件は年によって変わるため、詳細は厚労省ホームページを確認のこと。

▲職務分析・職務評価
導入支援サイト

▲（独）中小企業基盤整備
機構「よろず支援拠点」

▲厚労省「働き方改革
推進支援センター」
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安全運行のオアシス
トラックステーション

全国26か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455  30
❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 49

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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▼
﹃
ポ
ツ
ン

と
一
軒
家
﹄

は
︑
毎
週
日

曜
日
19
時
58

分
か
ら
テ
レ

ビ
朝
日
系
列
で
放
映
さ
れ
て
い
る
人
気

番
組
で
す
︒衛
星
写
真
の
み
を
頼
り
に
︑

地
元
の
人
か
ら
情
報
を
得
て
辿
り
着
い

た
一
軒
家
に
住
む
人
々
の
人
物
像
に
迫

る
︑
見
る
者
に
深
い
感
慨
を
覚
え
さ
せ

る
内
容
で
す
︒
▼
そ
こ
に
は
︑
よ
く
ぞ

こ
ん
な
山
中
に
︑
こ
ん
な
渓
谷
に
︑
こ

ん
な
海
岸
に
と
︑
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
人
里
離
れ
た
場
所
に
居
を

構
え
て
生
活
し
て
い
る
人
々
が
い
ま

す
︒
時
に
一
軒
家
の
主
は
自
給
自
足
の

生
活
を
送
っ
て
い
た
り
し
ま
す
が
︑
定

期
的
に
食
材
を
求
め
に
近
隣
の
集
落
へ

赴
く
な
ど
︑
多
く
は
他
者
と
の
接
触
を

完
全
に
絶
ち
切
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒﹁
波
風
の
立
た
な
い
平
凡
な
人
生

が
一
番
﹂
な
ん
て
思
っ
て
い
た
ら
と
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
壮
絶
な
生
き
様
を

見
る
と
︑﹁
生
き
る
﹂
こ
と
は
︑
そ
れ
だ

け
で
脚
本
の
な
い
﹁
人
間
ド
ラ
マ
﹂
な

の
だ
と
感
じ
入
り
ま
す
︒
▼
最
近
は
︑

住
宅
街
の
中
に
も﹃
ポ
ツ
ン
と
空
き
家
﹄

が
増
え
て
い
ま
す
︒
木
造
の
古
い
家
屋

ば
か
り
で
な
く
︑
新
築
に
近
い
家
屋
も

あ
り
︑
あ
る
日
を
境
に
忽
然
と
人
間
が

消
え
︑
車
が
消
え
︑
灯
り
が
消
え
た
家

を
見
る
と
︑寒
々
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
︒

こ
う
し
た
空
き
家
は
︑
全
国
に
約
８
４

９
万
戸
（
総
務
省
統
計
局
平
成
30
年
調

査
・
全
住
宅
の
13
・
６
％
）
あ
る
と
言

わ
れ
︑
老
朽
化
が
激
し
い
家
屋
に
隣
接

す
る
住
民
か
ら
は
︑
自
治
体
へ
廃
屋
の

撤
去
依
頼
が
絶
え
な
い
と
聞
き
ま
す
︒

▼
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
﹃
廃
村
探
訪
﹄

な
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
る
と
︑
ま
る
で

今
も
煮
炊
き
の
煙
り
が
漂
い
︑
人
間
の

営
み
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
家
屋
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
︒
が
︑
夜
の
帳

が
降
り
る
と
辺
り
は
深
い
闇
に
包
ま

れ
︑
人
間
の
侵
入
を
許
さ
な
い
状
況
下

に
置
か
れ
ま
す
︒
ひ
と
気
の
消
え
た
そ

れ
ら
の
地
域
は
︑文
字
通
り﹁
廃
村
﹂で
︑

不
気
味
な
断
末
魔
の
叫
び
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
︒
元
来
︑﹁
ミ
ス
テ
リ
ー
﹂

や
﹁
超
自
然
現
象
﹂
が
好
き
な
私
で
も
︑

１
人
で
は
到
底
そ
の
場
所
に
立
ち
入
る

勇
気
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
昨
今
︑﹁
ダ
ー

ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂
と
合
わ
せ
て
﹁
廃
墟

観
光
﹂
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
︒
日
本

の
廃
墟
の
ほ
と
ん
ど
は
︑
侵
入
す
る
と

刑
事
罰
に
当
た
り
ま
す
が
︑
中
に
は
合

法
的
に
廃
墟
を
見
学
で
き
る
施
設
が
あ

り
ま
す
︒
私
が
訪
れ
た
秋
田
県
鹿
角
市

の
史
跡
﹁
尾
去
沢
鉱
山
﹂
は
︑
か
つ
て

東
洋
一
と
言
わ
れ
た
巨
大
な
鉱
山
跡
で

す
︒
７
０
８
（
和
銅
元
）
年
か
ら
１
９

７
８
（
昭
和
53
）
年
ま
で
約
１
３
０
０

年
︑
金
や
銅
の
採
掘
が
行
わ
れ
︑
隆
盛

を
極
め
ま
し
た
︒
鉱
山
内
の
坑
道
１
・

７
㌔
㍍
を
整
備
し
た
観
光
コ
ー
ス
で

は
︑
当
時
の
実
際
の
採
掘
作
業
を
本
物

の
人
間
と
見
間
違
う
人
形
を
使
っ
て
再

現
す
る
な
ど
︑
外
気
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

冷
気
と
と
も
に
︑
思
わ
ず
﹁
ヒ
ヤ
ッ
﹂

と
さ
せ
ら
れ
る
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界

が
堪
能
で
き
ま
す
︒
▼
昭
和
の
終
わ
り

か
ら
平
成
の
初
期
に
か
け
て
︑
資
産
価

格
の
上
昇
や
好
景
気
で
沸
い
た
﹁
バ
ブ

ル
経
済
﹂
時
に
︑
大
型
観
光
ホ
テ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
建
設
が
相
次
ぎ
ま
し

た
︒
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
︑
そ
れ
ら
は
人

間
の
﹁
欺
瞞
﹂
や
﹁
驕
り
﹂
の
象
徴
と

し
て
無
残
な
姿
で
残
り
ま
し
た
が
︑
時

と
と
も
に
風
化
し
て
い
く
運
命
に
あ
る

の
は
︑
忍
び
な
い
限
り
で
す
！

�

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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会 社 概 要
ナグモ産業㈱ 

（代表取締役　南雲　誠）

本　　社　千葉県市川市原木2-11-15
設　　立　昭和56年5月1日
資 本 金　1,000万円
従業員数　40人（うちドライバー26人）
車 両 数　27台

http://www.nagumo-sangyo.co.jp/

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

南雲社長に南雲社長に

　

ナ
グ
モ
産
業
㈱
は
︑
昭
和

56
年
に
南
雲
誠
社
長
の
実
父

で
あ
る
故
・
南
雲
勝
利
氏
が

設
立
︒
創
業
当
初
は
航
空
貨

物
輸
送
を
主
と
し
て
い
た
が
︑

エ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
︑
空
調

設
備
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
な
ど
の
装
備
を
導
入

し
︑
次
第
に
重
量
物
の
精
密

機
器
輸
送
へ
特
化
︒
現
在
は
︑

半
導
体
関
連
装
置
︑
医
療
機

器
︑
印
刷
機
器
︑
光
学
機
器

お
よ
び
そ
の
他
の
周
辺
機
器

な
ど
︑あ
ら
ゆ
る
重
量
物
・
精

密
機
器
の
輸
送
︑搬
入
・
据

え
付
け
・
移
設
作
業
を
行
う
︒

　

千
葉
県
市
川
市
に
本
社
を

構
え
る
ほ
か
︑成
田
営
業
所
︑

成
田
空
港
事
務
所
︑
京
葉
物

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
開
設
︑

同
社
が
扱
う
貨
物
の
保
管
等

の
機
能
も
も
つ
︒
ま
た
同
社

で
は
︑
精
密
機
器
輸
送
の
特

殊
性
か
ら
︑
平
成
15
年
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
:
２
０
０

０
を
取
得
し
た
ほ
か
︑
17
年

に
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ

マ
ー
ク
）
認
定
取
得
︑
18
年

に
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
導

入
︑
19
年
に
グ
リ
ー
ン
経
営

認
定
取
得
な
ど
︑
品
質
・
安

全
・
環
境
に
関
す
る
認
証
制

度
へ
の
対
応
や
輸
送
品
質
向

上
に
資
す
る
機
器
導
入
な
ど

を
積
極
的
に
行
い
︑
顧
客
満

足
度
向
上
に
努
め
て
き
た
︒

「
世
界
初
の
試
み
の
成
果
」

「
世
界
初
の
試
み
の
成
果
」

経
験
の
な
い
カ
プ
セ
ル
輸
送

経
験
の
な
い
カ
プ
セ
ル
輸
送

　

今
回
︑
同
社
が
輸
送
し
た

の
は
︑
小
惑
星
探
査
機
﹁
は

や
ぶ
さ
２
﹂
が
小
惑
星
リ
ュ

ウ
グ
ウ
か
ら
表
面
物
質
を
採

取
し
た
﹁
サ
ン
プ
ル
採
取
装

置
﹂
を
︑
大
気
圏
再
突
入
時

の
熱
か
ら
守
り
︑
地
上
へ
無

事
に
届
け
る
た
め
の
地
球
帰

還
（
再
突
入
）
カ
プ
セ
ル
︒

カ
プ
セ
ル
は
︑
堅
牢
な
ジ
ェ

ラ
ル
ミ
ン
製
の
輸
送
用
容
器

に
封
入
さ
れ
て
い
た
︒

　

貨
物
の
輸
送
区
間
は
︑
羽

田
空
港
か
ら
神
奈
川
県
の
国

立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
・
地
球

外
試
料
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
約
50
㌔
㍍
︒

　
﹁
は
や
ぶ
さ
２
﹂
は
︑
小

惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
で
地
表
サ

ン
プ
ル
を
採
取
す
る
際
に
人

工
的
に
ク
レ
ー
タ
ー
を
作
り
︑

﹁
太
陽
光
や
太
陽
風
に
さ
ら

さ
れ
て
い
な
い
小
惑
星
内
部

の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
﹂

と
い
う
世
界
初
の
試
み
を
行

っ
て
お
り
︑
こ
の
偉
業
の
成

果
を
運
ぶ
と
い
う
︑﹁
世
界

初
の
輸
送
﹂
で
も
あ
っ
た
︒

　

こ
の
輸
送
を
担
当
し
た
の

エ
ア
サ
ス
搭
載
で
振
動
対
策

エ
ア
サ
ス
搭
載
で
振
動
対
策

「
定
温
管
理
シ
ス
テ
ム
」
も

「
定
温
管
理
シ
ス
テ
ム
」
も

　

輸
送
す
る
日
程
が
確
定

し
︑
つ
い
に
12
月
８
日
午
前

６
時
頃
に
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で

日
本
に
到
着
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
︒
こ
れ
を
受
け
て
同

社
で
は
︑
輸
送
に
使
用
す
る

車
両
を
６
㌧
の
エ
ア
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
︑
ウ
イ
ン
グ
︑
テ
ー

ル
ゲ
ー
ト
︑
空
調
設
備
搭
載

車
と
し
た
︒
特
に
精
密
機
器

に
は
大
敵
で
あ
る
急
激
な
温

度
変
化
に
よ
る
結
露
を
防
止

す
る
た
め
︑
厳
密
な
温
度
管

理
の
で
き
る
定
温
管
理
シ
ス

テ
ム
装
備
車
を
用
意
し
た
︒

ま
た
︑
当
日
に
備
え
車
両
は

整
備
・
点
検
を
徹
底
し
︑
万

全
を
期
し
て
本
番
を
迎
え
た
︒

　
﹁
12
月
８
日
は
午
前
５
時

30
分
に
羽
田
空
港
に
集
合
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑
弊

社
出
発
時
間
を
午
前
４
時
と

決
め
ま
し
た
が
︑
前
日
か
ら

の
緊
張
で
一
睡
も
で
き
ず
︑

午
前
２
時
に
は
会
社
へ
向
か

い
︑
車
両
や
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

な
ど
の
点
検
を
行
い
ま
し

た
︒
亀
岡
リ
ー
ダ
ー
も
予
定

時
間
よ
り
早
く
出
社
し
て
き

ま
し
た
の
で
︑
弊
社
を
出
発

し
た
の
が
午
前
３
時
過
ぎ
︑

羽
田
空
港
に
着
い
た
の
が
４

時
過
ぎ
で
︑
予
定
よ
り
も
１

あ
っ
て
も
︑
必
ず
複
数
人
で

持
つ
こ
と
を
徹
底
︑
通
常
よ

り
丁
寧
な
扱
い
に
努
め
た
︒

　

積
載
が
完
了
し
︑
こ
の
後

は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
側
関
係
者
等
が

乗
車
し
た
車
両
と
連
れ
だ
っ

て
︑
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
向
け
て
出
発
し
た
︒

　

輸
送
ル
ー
ト
は
︑
羽
田
空

港
か
ら
環
状
８
号
を
首
都
高

速
道
路
の
羽
田
ラ
ン
プ
へ
︒

羽
田
ラ
ン
プ
か
ら
は
神
奈
川

１
号
横
羽
線
を
走
行
し
︑
生

麦
ラ
ン
プ
︒
同
ラ
ン
プ
か
ら

神
奈
川
７
号
横
浜
北
線
を
経

由
し
て
東
名
高
速
道
路
方
面

へ
︒
東
名
高
速
上
で
は
港
北

パ
ー
キ
ン
グ
で
︑
１
時
間
に

１
度
の
カ
プ
セ
ル
内
の
情
報

チ
ェッ
ク
を
実
施
︒

　

カ
プ
セ
ル
輸
送
用
容
器
内

の
温
度
等
に
つ
い
て
は
非
公

開
だ
が
︑庫
内
に
つ
い
て
は
︑

﹁
常
温
﹂
を
指
定
さ
れ
た
た

め
︑
同
社
で
は
23
℃
で
設
定

し
︑
輸
送
中
ず
っ
と
定
温
を

管
理
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
東
名
高
速
の
横

浜
町
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
一
般
道
の
国
道
16
号
へ
降

り
て
︑相
模
原
方
面
へ
走
り
︑

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
と
予
定
通
り
輸
送
を
行

っ
た
︒
走
行
時
間
は
通
常
よ

り
長
め
の
約
２
時
間
を
要
し

た
︒

細
心
の
注
意
で
荷
扱
と
運
転

細
心
の
注
意
で
荷
扱
と
運
転

ド
ラ
イ
バ
ー
の
プ
ラ
イ
ド
も

ド
ラ
イ
バ
ー
の
プ
ラ
イ
ド
も

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
︑
カ
プ
セ
ル
帰
還

を
歓
迎
す
る
様
子
は
︑
テ
レ

ビ
等
の
映
像
で
周
知
の
と
お

り
だ
が
︑
２
人
が
走
っ
た
道

筋
の
沿
道
に
は
︑
そ
れ
以
上

の
人
垣
が
あ
っ
た
︒
そ
れ
だ

け
︑
世
界
初
の
偉
業
を
達
成

し
た
﹁
は
や
ぶ
さ
２
﹂
へ
の

感
謝
と
期
待
の
想
い
が
あ
ふ

れ
た
帰
還
シ
ー
ン
だ
っ
た
︒

　
﹁
通
常
の
精
密
機
器
輸
送

で
は
︑
製
品
に
不
規
則
な
突

起
物
が
あ
っ
た
り
︑
梱
包
方

法
や
荷
扱
い
が
大
変
だ
っ
た

り
と
制
約
が
多
い
の
で
す
が
︑

今
回
の
再
突
入
カ
プ
セ
ル
に

つ
い
て
は
形
状
的
に
扱
い
や

す
か
っ
た
の
は
確
か
で
す
︒

し
か
し
︑
こ
れ
ま
で
扱
っ
た

経
験
が
な
い
ほ
か
︑
な
ん
と

い
っ
て
も
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
だ
け
で
な
く
︑
万
が
一
に

で
も
事
故
を
起
こ
し
︑
貨
物

事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
︑

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
︑
本

当
に
貴
重
な
貨
物
で
し
た
︒

平
常
心
を
保
ち
な
が
ら
も
︑

い
つ
も
以
上
に
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
荷
扱
い
︑
そ
し
て

運
転
に
努
め
ま
し
た
︒
ト
ラ

ッ
ク
に
は
エ
ア
サ
ス
が
つ
い
て

い
て
︑
道
路
の
突
起
を
乗
り

越
え
て
も
振
動
を
吸
収
し
て

荷
物
に
衝
撃
を
与
え
な
い
の

で
す
が
︑
路
面
状
況
を
意
識

し
︑
落
下
物
も
回
避
し
た
ほ

か
︑
先
行
車
の
先
の
先
や
︑

側
方
︑後
方
に
も
気
を
配
り
︑

も
ら
い
事
故
を
防
ぐ
運
転
に

努
め
ま
し
た
︒
ま
た
︑
沿
道

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ん
の
目
も
あ
り
ま
し
た

の
で
︑
全
国
の
﹃
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
・
ド
ラ
イ
バ
ー

の
代
表
﹄
と
し
て
恥
ず
か
し

は
︑勤
続
17
年
の
ベ
テ
ラ
ン
︑

物
流
事
業
部
特
殊
輸
送
課
の

亀
岡
功
リ
ー
ダ
ー
と
︑
助
手

を
務
め
た
宮
原
廣
道
専
務
取

締
役
の
２
人
で
あ
る
︒

　

宮
原
専
務
に
よ
る
と
︑
同

社
へ
﹁
は
や
ぶ
さ
２
﹂
再
突

入
カ
プ
セ
ル
の
輸
送
依
頼
の

打
診
が
あ
っ
た
の
は
︑
昨
年

11
月
半
ば
の
こ
と
だ
っ
た
︒

　
﹁
お
客
様
か
ら
﹃
は
や
ぶ

さ
２
の
カ
プ
セ
ル
を
運
ん
で

も
ら
え
な
い
か
﹄
と
連
絡
を

受
け
す
ぐ
に
受
諾
し
ま
し

た
︒
私
も
こ
の
業
界
に
約
32

年
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
︑

そ
の
中
で
も
特
に
貴
重
な
体

験
と
な
る
凄
い
仕
事
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
︒
精
密
機
器

等
の
特
殊
輸
送
は
常
に
同
じ

条
件
で
の
輸
送
は
な
く
︑
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
す
の

で
︑
心
構
え
は
で
き
て
い
ま

し
た
が
︑
当
初
は
ま
だ
﹃
12

月
半
ば
頃
﹄
な
ど
の
断
片
的

な
情
報
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
︒
そ
の
後
は
自
分
で

も
必
死
で
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
︑
お
客
様
か
ら
随

時
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
追
加

情
報
な
ど
か
ら
︑
カ
プ
セ
ル

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ー

メ
ラ
砂
漠
に
着
陸
す
る
予
定

な
ど
と
聞
き
︑
準
備
を
進
め

ま
し
た
﹂（
宮
原
専
務
）

時
間
30
分
ほ
ど
早
く
待
機
し

て
い
ま
し
た
﹂（
同
）

　

予
定
通
り
の
待
ち
合
わ
せ

の
時
間
が
き
て
︑
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

担
当
者
ら
と
当
日
の
輸
送
ル

ー
ト
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
を
し
︑
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
飛
行
機
の
到

着
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
︒

　

午
前
７
時
20
分
に
ジ
ェ
ッ

ト
機
に
乗
っ
た
カ
プ
セ
ル
が

無
事
に
羽
田
空
港
へ
到
着
︒

ジ
ェ
ッ
ト
機
か
ら
カ
プ
セ
ル

を
降
ろ
す
作
業
は
︑
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
側
関
係
者
が
手
作
業
で
行

い
︑
宮
原
専
務
と
亀
岡
リ
ー

ダ
ー
は
ト
ラ
ッ
ク
を
ジ
ェ
ッ
ト

機
に
近
づ
け
て
待
機
︒
後
部

扉
を
開
け
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

を
下
に
降
ろ
し
︑
積
載
を
待

っ
て
い
る
と
︑
カ
プ
セ
ル
の
入

っ
た
箱
が
ゲ
ー
ト
に
乗
せ
ら

れ
︑
い
よ
い
よ
２
人
の
手
に

引
き
渡
さ
れ
て
︑
こ
こ
か
ら

が
同
社
の
仕
事
︒
カ
プ
セ
ル

を
含
め
す
べ
て
の
貨
物
に
つ

い
て
は
︑
床
面
お
よ
び
固
縛

面
に
通
常
よ
り
多
め
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
使
用
︒
ま
た
︑
ト

ラ
ッ
ク
庫
内
で
も
︑
エ
ア
サ

ス
の
直
上
に
カ
プ
セ
ル
輸
送

用
容
器
を
積
載
す
る
な
ど
︑

最
も
振
動
か
ら
貨
物
を
守
れ

る
配
置
を
工
夫
し
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
１
人
で
持
ち

運
び
で
き
る
よ
う
な
貨
物
で

く
な
い
姿
勢
で
仕
事
に
取
り

組
み
ま
し
た
﹂（
亀
岡
リ
ー

ダ
ー
）

　

相
模
原
市
民
や
︑
は
や
ぶ

さ
フ
ァ
ン
た
ち
︑
そ
し
て
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス

の
関
係
者
の
歓
声
を
受
け
︑

ト
ラ
ッ
ク
は
構
内
へ
と
進
み
︑

多
く
の
報
道
陣
が
見
守
る
な

か
︑
カ
プ
セ
ル
搬
入
場
所
へ

と
車
両
を
駐
車
し
た
︒

　
﹁
こ
こ
で
も
緊
張
し
ま
し
た

が
︑﹃
荷
卸
し
完
了
ま
で
が

我
々
の
仕
事
﹄
と
︑
緊
張
の

中
に
も
気
を
引
き
締
め
て
ゲ

ー
ト
操
作
を
完
了
し
︑
カ
プ

セ
ル
は
無
事
搬
入
棟
に
運
ば

れ
ま
し
た
︒
今
回
の
輸
送
は
︑

﹃
は
や
ぶ
さ
２
﹄
の
52
億
㌔

㍍
と
い
う
長
い
飛
行
距
離
か

ら
の
輸
送
の
最
後
を
引
き
継

ぎ
︑
我
々
は
た
っ
た
50
数
㌔

㍍
で
し
た
が
︑
無
事
に
届
け

ら
れ
た
こ
と
は
運
送
事
業
者

と
し
て
︑
と
て
も
誇
り
に
思

い
ま
す
︒﹃
は
や
ぶ
さ
２
﹄は
︑

カ
プ
セ
ル
を
地
球
に
届
け
た

後
︑
次
の
任
務
へ
と
移
り
ま

し
た
が
︑
次
に
地
球
に
帰
還

し
た
際
に
は
︑
ま
た
国
内
輸

送
を
担
当
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
﹂（
宮
原
専
務
）

Q 

御
社
で
再
突
入
カ
プ
セ
ル
輸
送
の
仕
事
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

A
今
回
︑﹁
は
や
ぶ
さ
２
﹂
再
突
入
カ
プ
セ
ル
輸

送
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
た
お
客
様
と
は
︑
30

年
以
上
前
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
す
が
︑
当
初

は
︑
航
空
貨
物
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
お
仕
事
で
︑

精
密
機
械
輸
送
の
お
取
り
引
き
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
︒
し
か
し
︑
３
年
前
か
ら
︑
成
田
空
港

か
ら
広
島
県
へ
の
精
密
機
器
の
一
貫
輸
送
業
務

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
そ
の
業
務
が
評
価

さ
れ
︑
受
注
が
継
続
し
て
い
ま
し
た
︒
お
客
様

に
こ
の
話
が
き
て
︑
特
殊
輸
送
を
ど
の
事
業
者

に
依
頼
す
る
の
か
を
考
え
た
と
き
に
︑﹁
依
頼
す

る
な
ら
﹃
ナ
グ
モ
産
業
﹄
し
か
な
い
﹂
と
一
番
に

弊
社
へ
連
絡
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
︒

Q 

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て

い
か
が
で
す
か
？

A
無
事
に
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ

言
え
る
の
で
す
が
︑当
初
︑前
例
の
な
い
輸
送
に
︑

貨
物
保
険
も
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
︑
そ
れ

以
前
に
貨
物
保
険
自
体
に
加
入
で
き
る
の
か
な

ど
︑
全
て
が
予
想
も
つ
か
な
い
業
務
で
し
た
が
︑

社
員
一
同
ひ
る
む
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
く
れ
ま

し
た
︒
父
の
時
代
か
ら
﹁
困
っ
た
と
き
の
ナ
グ

モ
産
業
﹂
を
経
営
理
念
と
し
て
︑

私
が
社
長
に
な
っ
た
今
で
も
社
員

全
員
が
実
践
し
続
け
︑
お
客
様
の

信
頼
を
得
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
︒

　

今
後
も
日
々
研
鑽
を
重
ね
︑
対

応
力
・
技
術
力
を
磨
き
︑﹁
困
っ
た

と
き
の
ナ
グ
モ
産
業
﹂
を
実
践
し

続
け
て
い
き
ま
す
︒

小惑星探査機「はやぶさ２」が分離・大気圏再突入したカプセルを運んだ同社のトラック

精密機器輸送車の装備

② 

エ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
の
振
動

対
策
は
精
密
機
器
輸
送
で
は
必
須

③ 

急
激
な
温
度
差
に
よ
っ
て
結
露
が

発
生
す
る
こ
と
な
ど
を
防
ぐ
た
め

に
空
調
設
備
を
完
備

④ 

輸
送
中
の
ト
ラ
ッ
ク
庫
内
の
温
度

は
、
定
温
管
理
シ
ス
テ
ム
の
温
度

記
録
計
で
保
存
・
管
理
さ
れ
る

① 

重
量
物
を
庫
内
に
積
載
す
る
際
に

威
力
を
発
揮
す
る
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー

②

④

①

③

亀岡　功
特殊輸送課リーダー

南雲　誠
代表取締役

宮原　廣道
専務取締役

　

小
惑
星
探
査
機
﹁
は
や
ぶ
さ
２
﹂
か
ら

分
離
・
大
気
圏
へ
再
突
入
し
た
カ
プ
セ
ル

が
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
回
収
さ
れ
︑
航

空
機
で
東
京
・
羽
田
空
港
ま
で
輸
送
さ
れ

た
昨
年
12
月
８
日
朝
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の

生
中
継
映
像
に
見
入
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
な
い
︒
宇
宙
の
旅
を
経
て
︑
羽
田
空
港

か
ら
神
奈
川
の
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
ま
で
の
陸
路
を
輸
送
し
た

の
は
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
だ
っ
た
︒
今
回

は
︑
こ
の
大
役
を
果
た
し
た
︑
ナ
グ
モ
産

業
株
式
会
社（
南
雲
誠
社
長
）を
取
材
し
た
︒

宇
宙
の
夢
が
詰
ま
っ
た「
は
や
ぶ
さ
２

宇
宙
の
夢
が
詰
ま
っ
た「
は
や
ぶ
さ
２
」」カ
プ
セ
ル

カ
プ
セ
ル

一
つ
と
し
て
「
同
じ
」が
な
い「
精
密
機
器
輸
送
」

一
つ
と
し
て
「
同
じ
」が
な
い「
精
密
機
器
輸
送
」

千
葉
県
市
川
市

千
葉
県
市
川
市
　　
ナ
グ
モ
産
業

ナ
グ
モ
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社

第22回第22回

お も し ろ 輸 送

「はやぶさ２」再突入カプセル輸送「はやぶさ２」再突入カプセル輸送


